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結核 菌 ノ抗酸 性 テ腕却 セシメテ、非抗 酸性結核

菌 ラ獲 得 セ ン ト入ル實験 へ 結核菌 ノ生物學 的

性 状 ∴於 テノ ミナ ラズ、攣異菌 ノ抗元 性 ヨリ、

進 ミテ ハ結核 ノ診断 、豫 防乃 至 ハ治療 ノ研 究 二

於 イテモ極 メテ緊要 ナ ル事 項 二屈 シ、古來多撒

ノ學者 二依 リ、盛 二研究 ヒラルル塵 アリテ、生

菌或 ハ死菌 ノ形 二於 テ、抗酸 性 号脱 シ得 タ リト

見倣 ス報 告蓋 シ枚基 二逞 ア3ズ 。然 レドモ之 ガ

成績 ラー瞥 』ヘルニ、縮 テニー致 セル塵 ト・・ナ ラ

ズ シテ、 甲論 乙駁極 メテ複雑 多岐 二亙 レ・しモ ノ

ア リ。 而 シテ、 素 ヨリ結核菌 ト錐 モ、 ソノ幼若

期 二於 テハ、非抗酸性 タ リ得 ル コ ト周知 ノ事實

ニ シテ、 ソノ他動物禮 内二於 テモ、木菌 ガ非抗

酸 性型 ∴韓化 ヘノロ トア リトモ 構 セ う ・1・し ド

モ、斯 カル非抗酸性型 ノ出現 へ 寧 ロ是 テ木菌

ノ生活現象 ノ…階程 ト見 ル可 キモ ノー シテ、今

日論 ゼ ーラルル所謂非抗酸 性結核菌 トハ自 ・其 ノ

立場 テ異 ニ ス可 キモ ノナ リ ト思 惟 々 しラ以 テ、

是 ハ姑 ク措 キ、弦 ∴ハ卑 ラ人爲 的 二得 ラしタル

非抗 酸性型 ∴就 キ 声論 ゼ ン トへ。 而 シろと二∫'

途 ア リ.一 ハ培 養 基 内 ∴於 デi{ト シ テ生 菌 ト シ

テ、他 ハ 種 々 ナ ル 物 理 化 學 的 操 作 子菌 膿 ∴加 へ 、

死 菌 ト シ テ 、 非 抗 酸 性 結 核 菌 テ獲 ン ト ス ル モ ノ

ナ リ。 前 者 ハ更 二 之 ラ次 ノ如 ク大 別 セ ラル 。

(1)同 一 培 地 二長 年 刀 培 養 シ タル モ ノ.Kedrowsky,.

Karvacki,Fejgin等 本 法 二俵 リ、 ・部 二非 抗 酸 性 型 ヲ

得 タ リ ト稻 ス。

(2)頻 同 移 植 二依 ノしモ ノ。(llFerran・ ・肉 汁 培 地 ヲ用'

ヒテ ー部 二非 抗 酸 性 結 核 菌 ・準 等 培 養 ヲ 得 ル ニ成 亦

シ之 ヲ α菌 ト名 付 ケ、Auclair。Petrenko,Tzechlowi.・

tzer,Eiselt,Valdes・Lambea・ ミ直試 モ之 ヲ實 謹 セ リ。

叉(2,Kleptzowノ ・燐 酸 「ナ ト!1ウ ノ・」加 肉 汁 ヲ10%炭

酸 加 里 ヲ以 テ 「ア ル カ リ」性 トナ シ、之 二頻 同 移 植 ヲ重

ネ テ得 タ ル非 抗 酸 性 結 核 菌 ヲ以 テ出 血 性 敗 血症(Hae-

morrbagischeSeptikamie)ノ 起 炎 薗 ナ リ ト稔 セ リ。{:{1・

ArloingetCourmolltノ ・「ヅ11セ11ノ 」 ヲ含 マ ザル 肉'

汁 ヲ用 ヒ、{4)Marmorek・15)Sujcnaga・ ・寒 天 培 地 ヲ用'

ヒ テ、 夫 々非 抗 酸 性 結 核 菌 ヲ獲 得 シ、 叉(`;Dascotte

ハ輩 二肉 汁 二頻 同 移 植 ノ途 家・不 意 二非 抗 酸 性 型 ヲ得 一

タ リ ト1臼1}・→ヒ リ。

(3)所 謂Hungernaehrbodenヲ 用 ヒ 契 ル モ ノ ト シ テ ・
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・・、{7〕Dostal,(s)Reenstierna・ ・ ぺv"1・ ソ」水 或 ・・

榮 養 分 訣 如 肉 汁 ヲ 用 ヒ、`9)Wherry,Suyenaga等 ・・

Wasseragar二 依11テ4噛 ノ非 抗 酸 性 型 ヲ獲 育 セ シ メ

・xリ
。10)村 田 ・・更 二 〇.1%修 酸 「ア ム モ ニ ウ2リ ヲ加 へ

'x7レWasseragdrヲ 川 ヒ テ 成 功 シ
、 「11)Ebersond。

Sweeney・ ・輩 二 無 蛋 白 培 地 ヲ用 ヒ タ ル ノ ミ ニ テ 、 克

ワ非 抗 酸 性 結 核 菌 ヲ得 タ リ1・ 報 告 ス
。 ㈹Vaudremer

・・結 核 菌 ヨ リ抗 酸 性 ヲ 除 カ ン が 爲 二 ・・其 ノ培 養 堪 ヨ

リ 「ヅ リ セ リ ン」ヲ 除 ク ヲ 要 ス ト唱 へ 彼 ノ・葡 萄 糖 加 寒

天 培 地 及 ビ 中 性 馬鈴 薯 水 ヲ 用 ヒ テ 之 二 成 功 セ リ。而 シ

デi31iArloing,i4)BesangonetPhilibertノ 追 試 二 依 リ

テ モ 同 様 ノ成 績 ヲ 基 ゲ タ レ ドモ 、15Puntoni,116)Oers-

kov,(i7Weissler,18)飯1島 、tl)・lli部等 ・・之 ヲ 否 定 シ叉il20)

Togunowaノ 、僅 ニ ー 過 性 二 生 ズ ル ノ ミ ナ リ ト秤}ス 。

(4)臓 器 浸 出 液 乃 至 病 的 産 物 ヲ 培 地 二 加 ヘ テ 非 抗 酸

性 結 核 菌 ヲ蛋 育 セ ジ メ ソ1・ 企 テ タ ル 實 験 ト シ テt'L'1・

Dessy・ ・脾 、贋 、淋 巴 腺 ノ浸 出 液 ヲ用 ヒ 、(2'M611gard

ノ・骨 髄 二檀 血 清 ト水 ヲ 加 ヘ タ ル 後
、之 ニ ー 氣 腿 ノ 下 二

5%炭 酸 瓦 斯 ヲ 含 マ セ テPHヲ7.2ト セ ル 新 培 養 基

ヲ用 ヒ タ リ。(23)Howard・ ・結 核 免 疫 馬 ノ白 血 球1・ 結 核

菌 ヲ混 ジ タ ル ニ 白 血 球 中 ノ 結 核 菌 ・・ソ ノ抗 酸 性 ヲ 除

力 レ タ1,1・ 云 ヒ、 .叉;')4)Havasノ ・喀 疾 ノAutolysatl・

結 核 菌 ヲ混 ズ ル ニ 非 抗 酸 性 型 ノ数 培 舶 セ リ ト獲 表 ス。

'25)R
apin,Kirchner等 ・・家 兎 ノ結 核 免 疫 血 清 ヲ用 ヒ テ

成 功 シ 、 叉(26)Karvacki・ ・肋 膜 浸 出 液 ヲ 用 ヒ テ 、

Streptthrix型 ヲ 得 タ リ1・ 報 告 ス レ・ドモ 、'」71Nedelko・

vitchu.Rankvitchノ 追 試 ノ・陰 性 ノ成 績 ヲ示 シ タ リ。

(5)種 々 ナ ル 獲 育 環 境 障 碍 物 質 ヲ 培 養 基 内 二 混 ジ テ 、

本 菌 ノ非 抗 酸 性 型 ヲ 得 ソ トス ル 方 法 ノ・甚 ダ 多 ク 、(28)

Kumbaryノ ・「エ チ ー ル ア ル コ ー ル 」加 「グ リ セ リ ン」馬

鈴 薯 ヲ用 ヒ 、(29)Kedrowsky,(30}Masur等 ノ追 試 或 ・・攣

法 モ 共 二 本 型 ヲ壁 育 セ シ ム ル ヲ 得 、 叉(31)Kuhn・ ・10

%「 ア ン モ ニ ア 」水 ヲ、/i321Schniederハ0.75-1/6、

Cardiazol或 ハ0.3-0.496Coraminヲ 添 加 セ ル

Lubenau培 地 二培 養 シ テ 抗 酸 性 ヲ脱 却 ス ル ヲ得 タ リ
。

133)Suranyi・'「 グ リ セ1,ン 」肉 汁 培 養 結 核 菌 二 唖 酸 ヲ作

用 セ シ メ タ ル 後 、 「レー ベ ソ シ ュタ イ ソ」培 地 二 移 植 シ

テ 非 抗 酸 性 結 核 菌 ノ獲 育 ヲ認 メ タ リ ト云 フ。夏 二 酵 素

ヲ添 加 シ タ ル モ ノ ト シ テ ・・134)VietoriszetKalmゑn

・・膵 臓 「リ パ ー ゼ 」ヲ結 核 菌 二 作 用 セ シ メ テ
、invitro,

invivo共 二 仁菌 ヲ非 抗 酸 性 ナ ラ シメ 得 タ リ ト 蛋 表

シ、(35箭 頭 ・・Protamilase加 培 地 二於 テ ー一一・部 二 非 抗

酸 性 型 ヲ誰 明 セ リ。 叉35'Dostal・ ・Saponin(Merck)

加 培 地 二依 リテ1〈型 ヲ得 ル ニ 戊功 シ、Gildemeister,

Kirchnerノ 追 試 、 或 ・・ls邦 二於 テ モ、37有 馬、青 山 、

太 縄 ノ無 患子 「サ ボ;ン 」二依 ル實 験 及 ビβ9矢部 、中 川

(誠)、 中川(論)、 箭頭 等 ノ追 試 、共 二完 全 或 バー 部 二

於 テ抗 酸 性 ノ消 失 ス ル ヲ實 諦 セ リ。然 レ ドモ本 法 ハ他

面Simonovic,'39BUrgers,(-i,'Palauf.飯 島、 占部 ソ ノ

他 之 ヲ否定 セ ンL人 ル學・者 モ 多 ク シテ、cii・SchnUrer

ノ如 キハ,と ヲ雑 菌 ナ リ1・構 セ リ。

更 二 最近 本邦 二 於 テ、 鋤 中 川 乱誠)、 中川 ・、論)氏 ハ

DesoxycholsauresNatrium,TaurocholsauresNatrium

ノ如 キ種 々ナ ル膿 汁 酸 盤類 ヲ 「ゲ リセ リ ソ」 肉汁 二加

ヘ ル コ1・二依 リテ、非 抗酸 性 結 核 菌 ヲ蛮 育 セ シメ得 可

キ ヲ報 告 シ・叉 孟ll長谷 川 ・ 西 村 氏 ・・Liz・lecithin更

二最 近 二 ・・Digitalin,Digitoxin,Convallamarin,

Convallin等 ヲ夫 々「7"リ セ リ ン」馬 鈴 薯 培 地 二加 ヘ テ

以 テ 完全 二結 核 菌 ノ非 抗酸 性 型 ヲ得 ト獲 表 セ リ。

(6)他 ノ徽 生物 ノ浸 出物 ヲ 培 地 二混 ジ テ 非 抗 酸 性 型

ヲ得 ン1・弘 ル試 ミ1・シテ、!+6)Vaudi'emerノ ・Aspergillus

fumigatusシRaulin氏 培 地 培養 濾液 ヲ用 ヒテ成 功 シ

Weisslerノ 追 試 モ ー部 二於 テ之 ヲ是認 セ リ。 ソ ノ他

(i7'Machado・ ・Pilzextraktヲ
、122M611gardノ ・酵 母 浸

出 液 ヲ、 〔i9〕Gessard,Fernbach,Rullier等 ・・線 膿 菌 濾

過 液 ヲ用 ヒ テ同様 、 本 型 ノ 培 養 二 成 功 セ リ。 〔50Vau・

dremeru・Hauduroy,及 ビBesangonetHandroyノ ・

結 核 菌Kartoffelwasser培 養 濾 液 ヲ再 ビ馬 鈴 薯 水 二培

養 ス ル ニ綜 状 非 抗 酸 性 結 核薗 ヲ得 タ ル ヲ獲 表 シ、叉c52)

Font6s・ ・結 核 菌 培 養 濾 液 ヲ3ケ 月放 置 シ、之 二「モ ル

モッ1・J腕繊 維 血 ヲ混 ジタ ル 培 地 二非 抗 酸 性 「ヂ フ テ リ

ー」様 結 核 菌 ノ壁 生 セ シ ヲ報 告 セ リ
。

此 ノ他(7)物 理 的 侵襲 ヲ加 ヘ タ ル モ ・ ト シ テ ・・、

Reenstierna・ ・結 核 菌 培 養 肉 汁 ヲ頻 同 振 盤 スル ・・トニ

依 リ・ 或 ・・C54'Schnieder・ ・解 離 試 験 二際 シテ、 叉(55》

Sweany・ ・Micromanipulator二 依 リ分 離 シタ ル結 核

菌 穎 粒 ヨ リ非 抗 酸 性 「ヂ フテ リー」様 結 核 茜 ノ培 養 二

成 功 シタ リ ト報 告 ス。 或 ・・叉 、(56:RavettlatetPla,・

硝 子 屑 ト共 二乳 鉢 内 ニ テ研 磨 シタ ル 結 核 菌 ヲ以 テ、巌

密 ナ ル無 菌 的 操 作 ヲ 嚴 守 シ タル ニ モ 拘 ラズ 肉汁 中 二

非 抗 酸 性 菌 ヲ培 養 シ得 テ、 之 ヲAngriffsbakterienト

名 付 ケ タ リ。 而 シテ、157)Magalhaes.Font6sハ 之 ヲ追

詮 シタ レ ドモ 【58)Domingo,Pedro,、'idalu.Perxas

等 ノ・之 ヲ否 定 セ リ。
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以 上列 記 シ タル ガ如 ク、培 養基 内 二於 テ非 抗 酸 性 結 核

菌 ヲ登 育 セ シ メ ソ1・ス ノレ企 テ ・・、極 メ テ 多 ケV・ ドモ、

或 ・・賛 否相 反 スル ァ リ或 ・・ソ ノ結 果 ノ 極 メ テ 疑 ハ シ

キ モ ノア リテ、是 等 敦 レモ未 ダ ソ ノ完 ヲ盤 セ リ1… 云

ヒ雅 シ。部 チ ソ ノ多 ク ノ・稀 有 ニ シテ唯 特 定 ノ場 合 ニ ノ

ミ限 プ レ!タル が如 ク ニ シテ、恰 モ適 當 ナ ル 菌 株 ト該 菌

株 二適 合 セル 培 地 トが偶 然 相 一致 シ テ、初 メ テ非 抗 酸

性 緒核 菌 ヲ得 プル ・ ノ観 ヲ示 シ、如 何 ナ ル 菌 株 ヲ供 試

ス ル モ、 ソ ノ1個 グ ニ剰 ス所 ナ ク、之 ヲ完 全 二非 抗 酸

性 ナ ラ シ ムル ガ如 キ 方 法 トテ ノ・遺 憾 乍 ラ 今 日倫 ホ之

ヲ期 スル ヲ得 ズ ト云 ハ ザル 可 カラ ズ。斯 ノ如 ク非 抗 酸

性 結 核菌 ヲ培 養 二俵 リテ得 ン トス ル 方 法 が 極 メ テ 困

難 且.ッ不 確 實 ナル ノ ミナ ラ ズ、ソノ達 成 二 多大 ノ勢 力

ト長 キ時 日 ヲ徒 費 ス ル ノ鉄 黙 アル爲 、之 ヲ補 フ可 キ 目

的 ノ下 二、 他 方 所 謂Verreibullgsmethodel・ シテ結

核 菌 二種 々ナル 物 理 化 學 的操 作 ヲ 施 シ以 テ ソ ノ抗 酸

性 ヲ脱 却 セ シム可 キ方 法 考 究 セ ラル 。而 シテ素 ヨ リ本

法 二依 リテ ノ・死 菌 盟 ヲ得 ル ニ過 ギ ズ ト難 モ 、斯 ク シテ

得 タ ル結 核 菌燈 ・・、 一 般 二考 ヘ ラル ・ ガ如 ク ソバ、ソ
の

ノ抗酸性附與 ノ原因タル可キ蝋檬被膜 力"除去セラレ

居ル爲、該菌禮注射時二於ケル反慮輕度ナル ノミナラ

ズ、ソノ溜内吸取モ亦タ極メテ容易1・ナ1ノルモノニシ

テ、従 ツテ結核免疫 ヲ企ツルニ當 リテ、其 ノ抗元性ヲ

檜強登揮 シ得可キ利鮎 ヲ有スル爲古來種 々ナル方法

ノ案出報告セラル所有ルナリ、之 ヲ大別スルニ左 ノ如

ジ。

(1)「 アル カ リ」剤 ヲ利 川 シタル モ ノ

結 核 菌 二 「アル カ リ」刺 ヲ作用 セ シメ ル 方 法 ・・既 二C59・

Koch二 始 マル。 即 チ彼 ノ・本 菌 二強 盤 基 ヲ作 用 セ シ ー～、

ル 時 ハ、 皮 下注 射 局 所 ヨ リ完 全 無 反 慮 ニ ソ レガ 吸 牧

七 プ ル ・ ヲ満忍メ タ リ。(60)Jessenu.Rabinowitsch,

Lうwenstein,Aronson.等 ノ・弛1「アノ1/カリ」齊IJ二依 リテ、

結 核 菌 儂 ハ融 解 セ ラル1・報 告 ス レ・ドモ、(63)Lindemann

ノ・完 全 ナノレ菌 融 解 ノ、望 マ レ ズ シテ、 常 二術 ホ染 色 シ

得 可 キ菌 龍 ノ遺 存 ヲ見 ル1・云 ヒ、1唄31umenbergu.

M6hrke・ ・熱 「アル カ リ」二依 ソテ 初 メ テ 抗酸 性 脱 却

及 ビ菌融 解 ヲ1!}タ リ ト稚 ス。 然 ル ニ、165'Behring・ ・

0.5%∴1:性 加 里 ヲ作川 セ シ ムル コb二 俵 リテ、 本 菌 ヨ
ヒが

リ抗 酸 性 ヲ 除 ク ニ 成 功 シ、 ソ ・他 、lbblK6Ppen・ ・33・3

分1%苛 性 加 里 ヲ、(67>Long・ ・20-25%苛 性 曹 達 ヲ、

(68)Hammerschlagu.Terebihskyノ ・5-一一一10%苛 性 加 里.

ヲ用 ヒ、 叉 ㈹ 百 瀬 氏 ・・10%苛 性 曹 達 虚 置 ノ後 、「ク ロ

・ ホル ーt,Jヲ以 テ湘 際シ(ソ ベ ル ク ・ス1・ ・ 一 ミソ)70}

井 上 氏 ・・1エ ー テル 」虎 理 後 定規 苛 性 曹 達 乃 至 苛 性 加

里 ヲ作 用 セ シメ、 或 ノ・叉 、7r牛 田 氏 ・・70%「 アル コ ー

ル 」加4分1苛 性 曹 達 ヲ56度2時 間 加 温 作 用 セ シ メ

テ、 夫 々敦 レモ、 完 全 二抗 酸 性 ヲ脱 却 セ シメ 得 タ リ。

此 ノ外(72)Seiffert・ ・「ナ ト ロ ソ」油 汁b「 ア セ トソ」ヲ混

用 シ㈹ 松 田氏 亦 タ 之 ト類 似 ノ法 ニ ヨ リ新 「ツ ベ ル ク ロ

トキ ソイ ヂ ソ」ヲ作 ル所 ア リ、 側 谷 ロ ノ、「アル カ リ」、

「エ ー テル 」
、 「アル コー ル」二依 ツ テ、 成 果 ヲ攻 メ、閥

Isabolinskyu.Gitowitschノ 、「グ リコ コ ールJ酸 「ナ ト

リウ ム」、 加 里 滴 テ1、重 曹 等 ノ 「アル カ リ」矧 ノ長 時 間

作 用 二依 リ、 叉 、「75jZeunerノ ・「tvイ ソ」酸 「ナ1・ リ ウ

ム」ヲ加 熱 シツ ・長 時 間作 用 セ シ メテ、 共 二 完 全 ナル

抗 酸 性 ノ清 失 ヲ誰 明 セ リ。Il・76)Jencyノ・240粍 水 銀 柱 ノ

低 歴 ヲ下 二、37-50度 二於 テ、20%苛 性 曹 達 ヲ 以 テ

鹸 化 シ、 本'菌 ノ 脱 脂_成 功 セ リ ト稚 ヌ 、 然 ル ニ 置

Shigiya・ ・「アル ヵ リ」割 二依 ッテ ・・本 菌 ・・何 等 攣 化 ヲ

蒙 ル コ1・ナ ク、 帥 チ抗 「ア ル カ リ」性(Alkalifest)ヲ 有

ス1・唱 へ、78/Gasis,(79)Aronson等 亦 タ之 ヲ支 持 セ リ。

i欠二 「ア ル カ リ」類 似 ノ藥 品1・ シテ、(80)Gattiノ ・70%

濃 「ア ソチ フォル ミ.ソ」ヲ用 ヒ タル ニ、 ソ ノ染 色 性 ノ墾

化 ヲ來 セル ヲ認 メ タ レ・ドモ 、s1)Sieber,阻Uhlenhuth

u.Xylander。M6hru.Blumenberg等 ・・之 二 反 劃・シ、

Nakamuraモ 、 総 テ ノ 温 血 動 物 結 核 菌 ・・、Uhlenhuth

u.Xylanderノ 唱 っ ル 如 キ抗 「ア ソチ フォル ミソ」性

(Antiforminfestigkeit)ヲ 有 ス ト云 ヒ、Steggewentz

・・雨 者 ノ相 異 ・・、 共 試 菌 株 ノ差 二 基 ク ヲ詮 セ リ。

lls3Deyckeu ・Much二 依 レバ 、結 核 菌 二、「ノD,ソ 」、

「ヒ ョ リ ソ」
、 或 ハ 「レチ 千 ン」ヲ作 用 セ シムル 時1シ7

菌 盟 ノ・脱 脂 セ ラル ト稔 セ ラv、Lindeman,Bontemps;

Schlaudraff,・Jacobsthal等 、 之 二賛 意 ヲ表 スt・ ドモ、

Ditthornノ ・菌 株 二依 リテ異 ル'1・云 ヒ、L6wensteinハ

全 然 反 封 ノ立場 ヲ示 セ リ。「vチ 千 ソ」ヲ以 デ セガ 實 験
サ

ニ就 テ ノ・・3歯Sieberu・Metall、ikoffノ ・之 ヲ實 言登 シPt

レ ドモ ・Beyer・Zeuner井 上 ・・之 ヲ否 定 シ
、Isabolinsky

u・Git・wit・ch・ ・長 時 日 ヲ費 シテ、 始 メ テ成 功 セ ラル

可 キモ ・ノニ シテ・Deyckeu・Muchノ 云 フ如 キ24時

間 ニ テ へ 抗 酸 性 ・・到 底 脱却 セ ラル ル ニ 至 ラ フごト唱,

フ。

岡 天 見 氏 ハ 「レチ チ ソ」20倍 稀 糧 液1・ 結 核 菌 トヲ同 時

二海 狸 ・腹 腔 内 二{一陽 レ ル'時 一 縮 噛 ハ 漸 次 溶 解 シ

テ 途 二抗酸 性 ヲ 失 フニ至 ル ト云 一 り。 颪 ソ ・他 御
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M6hrkeu.Blumenberg・ ・「チ ア ン」加 里 溶 液 二依 ツ

テ抗 酸 性 ヲ除 キ得 タル ヲ報 告 セ リ。

(2)酸 類 ヲ利 用 シタ ル モ ノ

酸 類 ト結 核 菌1・ ・問 題 二 關 シテ ・・、 先 ヅ、 恥Much,

Leschkeu.Deyckeノ 唱 ヘ タル 乳酸 ニ ヨル 脆脂 法 ヲ

墾 ゲ得 可 ク、 即 チ、 彼 等 ハ0.5%乳 酸 ヲ以 テ結 核 菌 ヲ

塵 理 シテ、 所 謂 部 分 的 免 疫 元(PartialAntig(・nMヲ 製

造 セ リ。 然 ル ニ!b7)Hauptが 三 菌 株 ヲ用 ヒ テ其 ノ追 試

ヲ試 ミタ ル ニ、 ソ ・成 績 之 二 相 反 ス ル ニ至 レ・リ ト云

フ。(8・3)Bomtemps・ ・50%乳 酉菱、 絢騒 酸、 酒 石酸 ヲ用

ヒ、56度21時 間 ニ シテ、脱 脂 ヨ リ高度 ノ桿 型 破 壌 二

迄 進 ム ヲ見 タ レ ドモ、 完 全 二融 解 ス ル ニ至 ラ ズ、而 シ

テ蟻 酸 、 酷 酸 、 纐 草酸 、桂 皮 酸 ニ テ ハ、 攣i化起 ラ ズ

ト云 フ。 井 上 氏 ・・酪 酸 、 乳酸 、酒 石 酸、 絢 撫 酸 、 酷

酸 、桂 皮 酸 、 蟻 酸 、 「サ リチー ル」酸 、 纈 草 酸 ヲ用 ヒ、

Blnmenbergu.M6hrke・ ・酷 酸、 酒 石 酸 ヲ用 ヒテ、何

等 ノ影響 無 キ ヲ實 験 シタ リ。 然 ル ニ ・s9)`Leschl〈eハ絢

徽 酸 、 酒 石酸、 萄 葡 酸、 酷 酸 、 「ヅル ク ロ ソ」酸 、馬 尿

酸 、1ク ロ ト ソ」酸 ノ夫 々10%溶 液 二 依 テ、 菌 融 解 起

ル ト唱 へ、Lt)o'Sabraz6sモ 濃 魎酸 、 濃 硫 酸 、 濃 硲 酸 、

濃 蔭 酸 及 ビ1%「 オス ミウ ∴」酸 ヲ以 テ、所期 ノ殻 果 ヲ

墾 ゲ タ リ。 叉Boissevainノ ・「ソ ノレ'fン 」酸 ヲ以 テ数

時 間 熱 スル 時 抗 酸 性 ヲ 脱 却 シ得 ト稔 セ リ、 ソ ノ他(91ノ

石 紳 ハ強 硫 酸乃 至 璽 酸 ヲ用 ヒテ、非 抗 酸 性 結 核 ノ獲 得

二成 功 シ テ之 ヲ1ツ ベル ク ロ トキ ソ イヂ ソ」ト名 付 ケ、

(92)視所 、t93Boissevain等 モ聴 酸 二依 ツテ 本 菌 抗 酸 性

ヲ脱却 シ、叉 、(9iGrimmeノ ・「チ モ テ ー一」菌 ヲ同様iO.5%

蠣 酸 ヲ以 テ 非 抗 酸性 ナ ラ シメ 得 タ ル ヲ 判1告ス。而 シテ

尚Boissevain・ ・酸 中 二 於 ク ル結 核 菌 抗 酸性 清 失 ノ時

間 ハ、 ソ ノ水 素 「イオ ソ」濃 度 二逆 比 例 ス ト稽 ス。㈹ 植

田、 杉 本 、玉 木 等 ・・各 種 抗酸 性 菌 ノ、 硝酸 、 硫 酸 、璽

酸 二依 ル イ1炭酸 「フク ジ ソ」脆 色 性 ヲ考 究 シ、人 型F株

二於 テ・・10%硫 酸 水48時 問 、5%硝 酸 水7時 間 、同

25%15分 、5%唖 酸24時 間 、 同25%3分 ニ シテ、

抗 酸 性 ノ除去 セ ラル ヲ認 メ、叉(9の西 山1・此 ノ三 種 ノ酸

ノ脱 色 力 ・・魎 酸 最 モ弧 ク シテ、硝 酸、 硫 酸 、之 二亜 グ

ト稔 シ、 占部 モ 亦硫 酸 ヲ用 ヒテ 同標 ノ實 験 ヲ 行 ヒタ

リ。

(97)Terebinsky・ ・1--10%ms酸 乃 至 硝 酸 瓦 斯 ヲ 以 テ、

目的 ヲ途 ノ'、叉 、(98)MoussuetGoupil・ ・結 核 菌 二魎

素 瓦 斯 ヲ作 用 セ シメ ル 時 ・・結 核 菌 中 ・水 素 ト結 合 シ

テ、 鞭 酸 ヲ生 ジ、鼓 二抗 酸 性 ノ消 失 ヲ見 ル ニ 至 ル ト報

告 ス 。 近 時t'99,Sliwenskyノ ・石 炭 酸 ヲ以 テ 、良 好 ナ ル 結

核 凝 集 反 慮 用 菌 液 ヲ 得 タ リ ト稻 シ、ioO)Petragnaniハ

菌 量 ノ20倍 量 ノ 結 晶 石 炭 酸 ヲ 以 テ 、 結 核 菌 ヲ 被 覆

(bedecken、 スル 時 、 菌 髄 ノ完 全 融 解 生 ブ 可 キ ヲ 報 告

セ リ。

(101)McJunkin・ ・ 「オ レ イ ソ」酸 ヲ37度 二 於 テ 骸 日間

作 用 セ シ メ テ 、 完 全 二 抗 酸 性 ヲ 除 〃 ヲ 得 、Isa!'・hn・kN

u.Gitowitch,税 所 氏 、 叉 是 ヲ迫 詑 ス。

(3)脂 肪 乃 至 蝋 脂 質 溶 解 剤 ヲ作 用 セ シ ノ タ ル モ ノ。

結 核 菌 抗 酸 性 ノ原 因 ガ 、 ソ ノ被 膜 二 在 リヤ 乃 至 ・・菌 襯

内 二 存 ス ル ヤ ノ問 題 ・・暫 ク 措 ク モ 、勘 ク トモ 本 菌 二 抗

酸 性 ヲ附 與 ス 可 キ 物 質 が 菌 賂 内 二 多 一:d:二含 イ1セ ラ ノレ

・・類 脂 肪 燈 或 ・・蝋 様 禮 ナ ル 可 シ ト・・從 來 、諸 家 ノ齊 シ

ク 信 ズ ル 塵 ニ シ テ 、 從 ツ テ 、 斯 カル 見 解 ヨ リ シテ 、脂

肪 乃 至 蝋 様 脂 質 溶 解 刺 ヲ 結 核 菌 二 作 用 セ シ メ 、以 テ 該

・抗 酸 性 ノ清 失 ヲ圖 ラ ゾ ト セ ル 企 テ 亦 勘 ・カ ラ ズ 。 帥 チ 、

(10L'iAronson・ ・三 盤 化 「エ チ ー レ ソ」ヲ用 ヒ
、1"3Warw-

mannノ ・純Hテ ト ラ リ ソ」ヲ以 テ シ或 ハ叉 、 川 ・Duboc

ノ、「ト リ ブ ロ ー ム オ キ シ レ ノ ー ル
ーヲ.1`、5Dreyerハ40

%「 フォル マ リ ソ」ヲ賞 用 シ、 或 ノ・叉 「フ ォル マ リ ソー、

「ア セ ト ン 」混 用 ヲ推 賞 ス ル モ ノ ア リ
。

(106)Uhlenhuthu .J6tten叉 三 轍 化 「エ チ ー レ ソ」ヲ用 ヒ

テ 数 ヲ牧 メ タ レ ドモ 、Blumenbergu.M6hrkeノ ・k'O

日 ヲ輕 ル モ 、 爾 完 全 ナ ノレ抗 酸 性 脱 却 ヲ槻 フごト シ テ 、是

二反 封 シ、 叉 氏 等 ハ 「テ1・ ラ リ ソ」及 ビPフ ォル マ リ ソ

「ア セ ト ソ」混 用 法 二 封 シ テ モ ソ ノ数 無 キ ヲ記 違 セ リ
。

然 レ ドモ 、井 上 氏 ハ 「テ ト ラ リ ソ」ヲ 用 ヒ テ 抗 酸 性 睨 却

セ ラル ヲ 詮 ス 。 此 ノ他 「iO7.Salimbeniノ ・「グ リ セ1)ソ ェ

ー テ ル 」ヲ 以 テ 前 施 置 後 「三 盤 化 ヒ ド リ ソ
」 ヲ 作 川 セ シ

ム ル 時 へ 菌 盟 ・・抗 酸 性 ノ消 失 後 途 ニ ノ・無 定 形 二 迄 攣

化 ス1・n9へ 、 叉(108)Cantacuz6ne・ ・「メ チ_ル ア ル コ ー一

ル ⊥叉 ノ・「ぺ1・ ロ ー ル エ ー テ ル 」ヲ以 テ
、i・,9)Klebs.lllo

Bullochu・Macleod,山1/Ritchieu .Sciailero,112宮 井

等 ノ・「エ ー テ ル 」 ヲ 以'テ 、 「113'Fovnet,1"↓ ・Martinu,

Vaudremer,(1151Val16e等 ・・「エ ー テ ル
ーt及 「エ ー テ ル

瓦 斯 ヲ以 テ 、(t16)Seiffertu・Meier・ ・「ア セ ト ン」及 「ノ

チ ー7V、 ア ル コ ー-7v」 ヲ 以 テ 、'"7Vassilionノ 、「ク ロ ロ

ホ ル ム 」ヲ 以 テ 、 夫 々本 菌 ヲ非 抗 酸 性 ナ ラ シメ
、 叉(・1tS

小 金 井,`ll9)紫 山 、(120)藤 澤 、(121)坂 村 、(1・2℃almett,(123

Aronson,(124)Hammerschlag等 ・・「ア ル ・・_ル,「 エ_

テ ル 」混 合 虜 理 二 俵 リ、 叉1':5)Fornet .Christengen等

・・特 別 ノ装 置 ノ下 二 「エ
.一 テ ル 」蒸 氣 ヲ 作 用 セ シ ズテ
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共 二 抗 酸 性 ヲ 除 ワ ヲ 得 タ リ。 然 レ ドモ 坦 清 川 、'140

Kel]ner,r1・9「o)Kogan等 ・・本 法 ヲ 否 定 ス 。 叉 最 近(1L)6,+

Anderson一 派 ハ 「ア ル コ ー ルJ「 エ ー テ ル 」「ク ロ ロ ホ

ル ム1二 依 り分 離 セ シ蝋 様 膣 ヲ:更 二 詳 細 二 分 析 シ テ 、

(J,,4Hs80-iナ ル 化 學 構 造 式 ヲ 有 セ ル 不 鹸 化 性 蝋 質 が 唯

一 ノ抗 酸 性 賦 與 物 質 ナ リ ト登 表 セ リ
。

然 ル ニiL'71Deyckeノ ・一 般 ノ化 學 的 方 法 ヲ以 テ シ テ ・・

結 核 菌 ノ 完 全 ナ ル 脱 脂 ・・不 可 能 ニ シ テ 、1ベ ソ ヂ ソ」

一
ア ル コ ーny一ルIrエ ー テ ル 」 「キ ヴ ロ ー ル 」 「ク ロ ロ ホ ル

ム」「硫 化 水 素 」等 ヲ 以 テ ス ル モ 数 無 ク 、 僅 二 「ベ ソソ ォ

ー ノ1/・ク ロ リッ ト」二 依 リ始 メ テ 目 的 ヲ達 シ 得 タ リ1・rc)

セ リ。Blumenbergu.Mδhrkeモ 亦 種 々 ノ溶 脂 剤 中

一
ベ ソ ツt'一一ル ・ク ロッ リ ト」 ノ ミ 数 ア リ ト 云 ヘ リ。

Sieberu.Metalnikoff・ ・「含 水 炭 素 」1乃 至 数 債 「アル

コ ー ル 」「ケ ト ソ」「ア ノレデ ヒ ド」 「エ ス テ ル 」 「ヒ ド ラ ヂ

ソ」有 機 鞭 基 ソ ノ 他 種 々 ノ 薬 品 ヲ用 フ ル モ 敷 無 〃、 叉

(i'28)Pfannenstiel・ ・人 型 菌 ノ・他 ノ菌 株 二 比 シ抗 酸 性 脱

出 サ レ難 シ1・ 唱 へ 、(129)AuclairetParis,(130)Ciaccio,

Hoffmanu.Stissdorf等 之 二 同 意 ス 。Boissevainct.

Schaefferノ ・「エ ー テ ル 」 「ク ロ ロ ホ ル ム 」 「石 油 工 一 テ

ル 」ヲ用 ヒ テ 術 抗 酸 性 ヲ 除 キ 得 ズ ト 唱 へ 、 ソ ノ他

Hammerschlagヲ 始 メ1・ シ テ 、Bienstocku.Gottstein,

,1132)Schweinitzu .Dorset,C133)Cramer,(134>Kresling,

1:,5,Goris
,Dorsetu.Emery,1:}7)Baudran,(138)Panzer,

Kozuiewski,BUrger,'1:s9)Agulhonu.Frouin,Longa.

Cambell等 ・・今 日脱 脂 剤 ノ ミ ニ依 リ テ ノ・未 グ 結 核 菌

ノ抗 酸 性 物 質 ヲ完 全 二 抽 出 除 去 ス ル 能 ・・フごト ノ見 解

ヲ 示 セ リ。

(4)油 類 ヲ 作 用 セ ヅ メ タ ル モ ノ

IMI)M .Isabolinskyu.GiLowitschハ 結 核 菌 二 「レ チ チ

ソ」「オ レ・フ 汕 」「肝 油 」「ラ ノ リ ソ」「コ レ ス テ リ ソ」等 ヲ

試 験 管 中 二於 テ 作 用 セ シ メ タ ル ニ 、共 試 菌 株 二 依 リテ

ノ・、 ソ ノ抗 酸 性 ヲ 消 失 ス ル ニ 至 ル モ ノ ア レ ドモ 、然 ラ

ザ ル 菌 株 モ ア リ テ 、 彼 ノ・是 ヲ1リ ポ イ ド ブ エ ス ト」

(Lipoidfest)ノ 菌1・ 名 付 ケ タ リ。 叉 同 氏 等 ノ・牛 謄 汁/

濾 過 液 ヲ滅 菌 シ 是 ヲ 長 時 間 作 用 セ シ ム ル 時 抗 酸 性 ヲ

除 去 シ 得 ト報 告 ス 。 幽 入 谷 、原 澤 、小 野 氏 等 ・・「メ ソ

タ 」油 「テ ル ペ ソ」油 「キ ジ ロ ー ル 」「ベ ン チ ン」 二依 リ テ

試 験 管 中 二 移 シ タ ル 結 核 菌 ノ 大 部 分 ガ 非 抗 酸 性 トナ

ル ト爾 シ 、'圃 遠 藤 氏 ノ・「オ イ カ リ プ ス 」油 ト 「オ リー

ブJ油 ノ混 合 液 乃 至 ハ 更 二 之 二 「ヨ ー ド ブtル ム」 ヲ 加

^タ ル 液 ヲ 以 テ 、 結 核 菌 乳 剤 ヲ作 ル ニ 、其 ノ 大部 分 二

於 デ チ ー ル」染 色 性 硝 失 ヲ 見ノレ ほ,・.叉 ・ 蝸 遠

嚥 石 川 氏 ・・「テル ペ ソ」油 機 ノ助'モ ット油 」咳 レ イ

ソ油 」等 二依 リ7日 乃 至9日 ニ シ テ、 一部 抗 酸 性 ノ消

失 ス ル ヲ認 メタ リ。J・145)Hartmannu・Heinzノ ・1テル 丞

ソ油 」中 二結 核 菌 ヲ投 ジ置 ク時 ・・、 漸 次 液 ・・透 明 トナ

リテ.途 二 ・・菌 髄 溶 融 ス ル ニ至 ル ト稽 ヌ 。

(5)共 ノ他 ノ藥 品 ヲ 用 ヒタ ル モ ノト シテ …11b・Ber・

gell,117)Fissinger,.148)Poulianu.Ramean,.i491,Bartel

等 ノ・脾 臓 或 ノ・腸 間 膜 淋 巴 腺 、 就 中後 者 ノ座 縮 汁 ヲ以

テ、 結 核 菌 ヲ虜 理 シ テ、完 全 二共 ノ抗 酸 性 ヲ脱 却 シ得

タ リ ト云 ヘ ドモ、McJunkinガ 海 瞑 ノ肝 、 脾 臓 ヲ以

テ セ ル追 試 二於 テ ノ・、 是 二反 シ、 陰 性 ノ結 果 ヲ示 シ、

伺 彼 ガ ソ ノ際 行 ヒタ ルPorterノ 各 種 臓 器 「グ リセ リ

ソ」抽 出液 ヲ以 テ成 功 セル 實 験 ノ追 試 モ 、 亦 同様 相 反

ス ル 結 果 ヲ示 セ リ。

Deyckeu.Much・ ・磯 「エ ムル ジ オ ン」二=リ テ抗 酸 性

ノ消 失 ヨ リ終 二 ・・菌 饅 ノ完 全 融 解 ヲ謹 明 シ、Stoward

ハ免 疫 馬 血 液 中 ノ白血 球 二依 リテ 、抗 酸 性 消 失 ヲ來 ス

ト報 告 ス。

此 ノ他 化 學 藥 品1・ シテImid・Harnstoff炭 酸 「グ ア ニ ヂ

ソ」等 ヲ用 ヒタ ル モ ノア リ。':i:'a'Sieberu.Schoumoff,

Blumenbergu.M6hrke等 ・・過 酸 化 水 素 ヲ用 ヒ、3-6

氣 歴160度 ノAutoklav内 二於 テ 、結 核 菌 融 解 セ ラv

抗 酸 性 消 失 ス1・報 告 シ、 叉 、:1「)1>Hawthorn・ ・本菌 ・・

86%「 グ リセ リソ」中 ニ テ溶 解 セ ラv、 青 色 無 定 形 頴 粒

トナ ル ト錐 モ、Font6s,Isabolinskyu.Gitowitsch等

ハ之 ヲ否 定 ス。

井 上 氏 ・・加 里 石鹸 、 線 石 鹸 ヲ以 テ ス ル 時 、克 〃所 期 ノ

致 果 ヲ墾 ゲ得 ト聡 シ、Isabolinskyu.Gitowitsch亦 緑

石 鹸 二依 リテ 抗酸 性 ノ脱 失 ヲ認 メ タ リ.

更 二酵 素 ヲ慮 用 シタ ル實 験 叉 砂 カ ラ ズ シテ、Sieber

u・Metallnikoff・ ・Galeriamellonellaノ 血 清 中 二含

有 セ ラノレい リパ ー ゼ」ノ爲 二本 菌 融 解 ヲ生 ズ ト云 ヒ、

Bergell,Fissingeru・Marie等 叉 是 ヲ追 謹 セ リ。Bon・

tenps・ ・「ペ プ シ ソ」盤 酸 ・・結 核 菌 ヲ消 化 ス ル モ 「1・リ

プ シソ」ノ・共 ノ作 用 僅 少 ナ ル カ、 或 ノ・全 ク無 キ ヲ圭 張

シ、 叉Porter'・ 蛋 白質 溶 解 酵 素 ハ脂 肪 溶 解 酵 素 二比

シ、抗 酸 性 二影 響 ス ル所 、 比 較 的 著 シキ ヲ報 告 ス 。 然

ル ニ、他 方 酵 素 ノ抗 酸 性 二及 ボ ス作 用 全 然 無 シ トス ル

學 者 モ 多 ク シテ・1・152)Gammas・ ・「ア ル カ リ」乃 至 酸 性

・1・リプ シン'」及 ビ酸 性 「ペ プ シ ン」ヲ以 テ
、{153)Spengler

ノ・ パ ソ グ レア チ ソ」ヲ以 テ・ 」塒PhiUipハ 喀 疲 ヨ))得

,
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タ ル 酵 素 ニ ヨ リ、1:'s・Weinkopfノ ・「1・ リ プ シ ソ」 ヲ 以

テ 、 井 上 ハ ペ プ シ ソゴ ト リ プ シ 乳 「パ ン ク レ ア チ

ソ..iヲ以 テ 、 叉 、(1:)6,)Kurloffu。Wagner,157)Myliusu.

Saltofius等 ノ・」E常 胃 液 ヲ 用 ヒ テ 、Blumenbergu.

M6hrkeハ 「ア ル カ リ」性 「ト リプ シ ソ」、「ペ プ シ ソ」唖

酸 ヲ 用 ヒ テ、 敦 レモ 敗 果 ナ キ ヲk張 セiJ。 唯Blume-

nbergu.M6hrkeハ 本 菌 ヲ豫 メBenzoylchloridヲ

　

以 テ 前虎 置 シタル 後 、 是 二 「ペ プ シ ソ」乃 至 「ト リプ シ

ソ」ヲ作 用 セ シムル 時 ハ、 抗 酸 性 ノ脱却 及 ビ菌 溶解 ヲ

求 ム ル ヲ得 可 シ ト稚 ス 。

(6ノ 物 理 的 操 作 二依 リテ 、抗 酸性 脱却 二成 功'Y4zル 報

告ノ・稀 有 ニ シテ、'1"8)V.Henri・Cernovodeanu,Victor,

HenrietV・Baroniカ'紫 外 線10分 間 照 射 後 、 菌 融 解

ノ起 ル以 前 二、 抗 酸 性 ・失 ハル ・ ヲ報 告 セ ル ニ止 マ

リ、1「'9)Suessカ'「 ラヂ ウム:ヲ 以 テ、i';"iRitteru.Moje

ガ レ ソ トゲ ン」ヲ以 テ 行 ヘ ル實 験 ノ・、共 二陰 性 ノ結 果

二終 レ リ。

(7)最 後 二余 ノ用 ヒ タ ル臭 素 瓦 斯 脱 脂 法1・ 密 接 ナ ル

關 係 ヲ有7・7vF・ ・ロゲ ゾ」ヲ用 ヒタ ル 報告 二關 シテ へ

MoussuetGoupil・ ・結 核 菌 二 蠣素 瓦 斯 ヲ作 用 セ シ1、

レバ結 核 菌 中 ノ水 素 ト結 合 シテ 蠣酸 トナ リテ、鼓 二本

菌抗 酸 性 ノ滑 失 ヲ 起 ス ニ 至 ル ト云 ヘ リ。 此 ・他1・,1)

Va116e及 ビCalmett・ ・沃 度 ヲ作 用 セ シノうび62)Petroff

u・Stewartノ ・結 核 菌 塗抹 染 色 標 本 ヲ ル ゴー ル氏 液 二

長 時 間浸 ス時 、ソ ノ抗 酸 性 ノ脱 却 セ ラ レタル ニ 暗 示 ヲ

学 ヶ、 種 々 ノ「・・ロゲ ソ」ヲ以 テ結 核 菌 ヲ虞 理 シ、ソ ノ

作 用 ヲ比較 シタル ニ、 臭 素 ガ最 モ良 好 ナル ヲ知 リタ

1)。 即 チ5瓦 ノ結 核 菌 ヲ1%「 プ ロ ー ム」水10qc・ ヲ以

テ研 磨 シ タル後 是 二「ア セ トソ」或 ハ「トル オ ール」ヲ

作 用 セ シメ テ、 夫 々臭 化 物 第1號 、第2號 ト名 付 ケu

ル ニ、 共 二 非 抗 酸 性 結 核 菌 ノ ミ ヨ リ成 レル ノ ミナ ラ

ズ。 該 抗元 性 二攣 化 無 ク、之 ヲ海 狸 ノ腹 腔 或 ハ皮 下 二

注 射 シテ 「トウベ ル ク リ ソ」感 受 性 ナ ラ シ ノ得 タ リ ト

云 フ。

是 ト全 ク無 關 係 二1';3)橋本 氏 ・・、結 核 菌 二種 々 プ ハ ロ

ゲ ン」醐 瓦斯 ヲ作 用 セ シ メ、 ソ ノ抗酸 性 ヲ脆 却 セ ・ ト

企 テ タル所 、 鞭素 、沃 素 ニ ヨ リテ モ所 期 ノ 目的 ・・一部

達 セ ラル レ共 、臭 素瓦 斯 ヲ以 テ スル 時 、 最 モ 完全 二抗

酸 性 ヲ除 キ 得 ル コ ト ヲ識 リタ リ。 而 シテ、ソ ノ理 由 二

關 シテ、氏ノ・結核菌 ノ抗酸性 がソノ内二含イ∫セラル ・

蝋様物質二起因スル トセバ該物質 ノ 冒コロィト 標性

質力㌔ 微量 ノ臭素 ノ作川二依 リテ宍ハレ從ツテ、酸 ヲ

拒絶スル物質ヲ腕却 セラルニ非ルカト推論 シ、是 ・・恰

モ、1グ ツタペノL!カJ'カウチュソク」,1メタ ■'・テ イ ロー

ル」等ノ「ベソソォールニ溶液ガ極メ テ徽 昂:ノ臭素添加

ニゴリ其 ノ粘稠性 ヲ失フ現象二類似 ン、仰チ是等 ノ

高度畳積髄 ガ臭素 二依 リテ、 其 ノ構戒戒分二分 レ、

H.Staudigerノ 所 謂 「マクロモレキz"'ル 」一依 ツテ

表ノ・サル ・「コロイト ノ性質 ヲ失フニー致ス可キモ

ノト柵セリ.

以 上列記 セル如 ク、抗酸性菌、就 中結核 菌 ノ抗

酸 陞脱却方法 ハ種 々有 リ ト難 モ、結 核菌 ノ獲育

環境 テ憂 ジテ、生菌 トシテ是 テ獲得 セ ントスル

企圖 ハ極 メテ困難 ニ シテ、 未 ダ適確 ニ シテ完全

テ蓋 セルモ ノ獲 見 セラ レ礼 又死 菌 トシテ、非

抗酸性型 テ得 ン トセル企 ノ巾 一モ、 ソノ炊果 ノ

疑 ハ シク質否相決 セザルモ ノ或 ・・操作 ノ極 メテ

煩雑 ナルモ ノ勘 カ ラズ。而 シテ、更 二結核菌 ノ

抗 酸 性 テ脱却 セン トシテ幾 多 ノ學者 ノ努 ノ1スル

所 以 ノ主 ナ ルモ ノガ、本菌 ノ膿 内吸牧 ラ容 易ナ

ラシメ、以 テ充分 ナル結核免疫 ラ賦與 セ シメ ン

ガ爲 ナル ∴想到 セバ、本菌 ノ抗元性 テ喪 プミセ シ

メズ シテ、而 モ ソ ノ抗酸性 ラ脱却 スル ノ方 法 プ

選揮 考究 へ可 キ必要 アルヤ蓋 シ言 テ倹 タザ ・し塵

ナル可 シ。 サ しバ叙 上多数 ノ實験 中斯 ノ如 キ鋏

鮎 チ有 セズシテ、完 全 二抗酸 性 テ除 キ得可 キ方

法有 リヤ、進 ンデハ他 二新 シク、 ヨリ優 秀 ナル

方法存 スルヤ ラ概 拷 究 スル ・・、ヰ亟メテ緊要 ニ

シテ・殊 二生菌冤疫 ノ慣値 未 グ決定的 ナ ラザ ル

今 日、 ソノ結 核免疫 ノ立場 二於 ケ'し意義亦紗 シ

トセズ
o

斯 ノ如 キ意響 ノ下 一、余 ハ種 々ナ ・し方法 テ以 テ

結核菌 ノ抗酸性脱却 子企 テ、 同時 二橋本氏 ノ唱

フル所 謂臭素法 トノ比較 テ試 ミタルニ
、弦 ニ ー

定 ノ成績 テ得 タル テ以 テ、 是 ラ報 告 シ、大 方諸

賢 ノ批 判 テ仰 ガン ト へ。

第二章 實験方法

一般 二細菌 ・・培 養 ノ時期
、 癸育 ・良 否等 二依 リ テ理化學的慮 置r.封 い・抵抗 カ ー一非常 ナ ・L差異
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ラ示 スモ ノナルガ殊 二結核菌 ノ如 クー種 ノ防禦

被膜 テ有 スルモ ノニ於 テハ、此 ノ關係更 二著 明

ナ リ。結核 菌 ノ未 グ幼若 ナル カ、或 ハ嚢育 ノ不

良 ナルモ ノノ・防禦被膜 ノ構 成 サル ・コ ト薄弱 ナ

ル爲、理化學 的塵 置 二封 スル抵抗力弱 ク、又 陳

藷 ナ ル培養 二於 テノ・比較 的幼若 ナル菌禮 ノ既 二

自然 二溶崩 スル ニ不拘 、遺残 セル老熟菌 ノ諸種

ノ外的作用 二頑 固 二抵抗 シテ生存 スルノ・厘 ≧吾

人 ノ目撃 スル虞 ナ リトス。斯 カル關係 ハ菌株 二

依 リテ差異 アル ノ他、 又培養基 ノ種類 、培 養 ノ

時間等 二依 リテモ相違 スルガ故 二、余 ノ・本實験

二當 リテハ、常 二叙上 ノ關係 デ ・定 ナ ラシムル

ニ努 メタ リ
。即 チ細菌學教室所藏 ノ人型結核 菌

F株 テ用 ヒ、ぺjト ラーヤー二氏固形培 地、4週

間培養 ノ中、 肉眼的拉 二検鏡的 二定型 ナルモ ノ

ラ 選 ビ、是 ガ各藥 品 二封 ス・し態度 ラ常 二同一條

件 ノ下 二比較 セ リ.實 施 二方 リテへ 斯 カル菌

艦 ノー定量 プ秤 量 シタル御 綴 乳 鉢 二移 シ・…

定量 ノ藥 品 ラ除 々二滴下 シツツ研 磨 シテ李等乳

剤 ラ製 シ、 「コルベ ン」二入 レタル後侮 日5時 間

振温器 二掛 ケテ振 温 シ、以後 ノ・卿竈 二静置 ス。

染 色 二際 シテノ・、其 ノ撒 滴 ヲ採 リテ載物硝 子 テ

塗抹、 室 中固定 ノィ女 乏二 生∴ネー二生 竺 ン氏染

色法 二準縁 シテ染 色 検鏡 二供 セ リσ而 シテ標

本 ハ毎同 凡 テ5枚 宛染 色製作 シ、 ソノ勃 レテ見

テモ非抗酸 性型 ノ ミヨ リ成 レノ・場合、初 メテ完

全 二抗酸 陞 ラ脱却 セ うレタルモ ノ ト見倣 セ リ。

然 レ ドモ、検鏡所 見記載 二方 リテへ 記 述 ノ煩

ラ避 ケ ンガ爲、 各枚 帽一共通 ナル攣 化 ラ纏 メテ記

ノ、コ トトソ、
o

第三章 酸ヲ以テセル實験

(1)王 水6試 験管 内 二於 テ、軍 二菌塊 卜王水 ト

テ混在 セ シメタル モ ノ及 ビ乳鉢 ラ以 テ研 麻 シ、

乳剤 トセル モ ノ ・二者 三就キ實験 ス。・

(イ)試 験管 ラ以 テセルモ ノ。

(5分)。 菌膿 既 二大多数 ハ破壊 セ ラレ、 無杉願

粒歌 テ呈 ス レドモ、該顯粒 ハ チ氏法 二依 リ、青

色 ラ示 ヒリ.

(10分)。 青 色穎粒歌菌罷}極 ノテ多 ク、甚 グ稀 ∴

不 定型桿状菌 ラ認 ム。

(20分)。 原形 ラ維持 シタル菌罷無 ク、総 テ溶崩

スo

(ロ)乳 鉢 テ以 テ セル モ ノ。

前者 トソノ成績大差無 ク、5分 ニ シテ穎粒ll犬二

迄破壊 セル青染菌 号見、15分 乃至20分 後 二至

レバ、各覗野総 テ是 二依 リテ占 メラル。.

(2)純 硫 酸5分 研磨後 既 二菌 罷破壌著 シク、

青染穎粒 テ認 ム レ ドモ、粗大菌塊 ノ中央部 ニハ、

術、赤染 セ ル 桿状型存在 ス.30分 間 研磨 セル

後、染色 スルニ各覗野多撒 二破壊 穎粒 ノ青染 セ

ラル ・ラ認 ム。

(3)濃 騨 酸 、純硫 酸 二依 ル實験 ト相似 シ・ チ氏

法 二依 リテ'青染 スレ共 、菌骨豊破壊 著 シ。

(4)濃 乳 酸。2日 後 一部 二青色不正桿状 菌 テ認

ムルモ、大部分攣 化無 シ。10日 後 テ至 リ青染穎

粒 多撒 二認 メラ レ、 …部 一ハ年等 二青染 セル無

形塊 状物 テ見 ル。

(5)75%乳 酸 。2日 後愛 化 ナ シ。41:1後 菌 艘穎

粒状 トナルモ ノァ レ ドモ、抗酸 性 エノ・攣化 ナ シ。

(6)石 炭 酸。Petragnaniノ ・結 晶石炭酸 テ菌 量

,20倍 量 ラ以 ツテ結核菌 テ蔽 フ時、菌禮 ノ完全

融解 テ來ス ト報告 シタルテ以 デ、余 ハ之 二從 ヒ、

菌 量 ノ20倍 量 ノ結 晶 石炭酸 テ用 ヒ、(イ)試 瞼管

中 二於 テ、菌膿 ラ被覆 シ、 或 ハ(ロ)乳 鉢内 二於

テ研磨混和 セ シメタ リ。以上 ノ操作 ハ、石炭酸

ガ室温 一テノ・、容 易 二液 歌 ト声ル ノ性質 テ有 セ

ル爲、総 テ是 テ細 菌學 教室其備 ノ氷室 内 二於 テ

施行 シ、一方封 照 ノ意味 二於 テ、 同時 二室温 ∴

テモ、 同様 ノ操作 ラ施 シタ リ。

(イ♪試験管 二依 ル モ ノ。1時 間、5時 間、1日 、

3日 テ経 ル モ漿 化 ナ ク、更 二、10日 、2511、40

日後 二至 リテモ、赤染桿菌 テ認 ムル ノ ミ三 シテ

頽擾 ノ徴 ナ久 稀 二青染穎糊 犬菌 テ認1、 ルノ ミ。

(ロ)乳 鉢 ラ以 テセルモ ノ。 混和物 ハ雪状 白色 ノ

極 メテ・ 鷹 ハル棚 献 テナ 入。 詫糊 末 ノ・部
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テ載物硝子 ヒニ探 リ、室温 ニテ液化 セ シメタル

後、検鏡 スル ー10日 テ維 ルモ愛 化 ナ久25日

rl二 於 テモ、大多撒 ハ明瞭 ナル赤 色桿型 ラ維持

シテ溶崩 ノ徴 ナ 久 ・40日後 二於 テモ、依然 同様

ナル状態 ニ シテ、唯一部 二稀 二青色穎粒状 トナ

レルモ ノテ認 ムル ノミ。

(7)酒 百酸、酪酸、酉昔酸、 「サ リチー ル」酸 ラ川

27

ヒタル實験 モ、総 テ抗酸 匪二異常 ナ 久1Fjテ

繹 ルモ、赤染菌 多数 二存在 ス。

即 チ上記 ノ實験 二徴 ヘルニ、 王水、濃硫 酸、濃

盤酸 ノ如 キ強鑛 酸 二依 リテハ本結核菌 ノ・乏 氏染

色 ニテ青染 スル ニ至 ル ノ ミナ ラズ菌 禮 ノ溶嵐

破壌 モ極 メテ著 シ。

第四章 「アルカ リ」ヲ以テセル實験

脂 肪 蚊 二蝋 質 ハ 高 級 脂 肪 酸 ノ 「ア ル コー ル エ ス

テ ル 」ナ ル ガ 故 二 「ア ル カ リ」テ作 用 セ シ メ テ、之

一1・其 ノ組 成 分 二 分 解 ス ル テ得 可 キ ハ 當 然 ナ リ
.

而 シ テ結 核 菌 ノ脂 肪 拉 二 蝋 質 ト構 λル モ ノ ・木

態 ・・未 ダ不 明 ナ ル モ、Hammerschlag,B廿rger,

DeSchweinitzu.Dorset,Tamura,Goris,

Kreslig,Anderson,Baudran,Bullocha.

Macleod,i1,「'Takeda,Fontes,AuclairetParis

等 ノ研 究 二 依 リ、 本 菌 二含 で ル ・脂 酸 ト シ テ、

「パ ル ミ チ ン」酸 「ス テ ア リ ン」酸 「ラ ウ リ ン 」酸

「ヒ チ ン」酸 「ア ク ヒ ン」酸 「オ レ イ ン」酸 「ミ リ ノ・

チ ン」酸 「イ ソ ツ エ チ ー ル」酸 等 ラ暴 ゲ,ル 。

從 來 、 結 核 菌 子 「ア,レ カ リ」テ以 テ庭 置 シ以 テ抗

酸 姓 脱 却 テ企 シ人 古 ク ・・Koch以 後 、決 シ テ勘

カ ラザ レ共 、 余 ハ 是 等 先 進 ノ實 験 中 ソ ・}{ナ ル

藥 品 二就 キ テ、 其 ノ眞{爲 テ検 討 シ タ リ。

r1♪10%加 里 石 鹸(大 日 本 製 藥)

24時 間 、3日 、 後 憂 化 ナ シ。5日 後 極 メ テ僅 数

二 青 染 桿 状 乃 至 穎 粒 歌 型 テ観 ル ノ ミ。14日 後 同

」二。

(2)1096ず 苛性 加 里(大 黒 製 藥)

24時 間 、4日 、6日 ラ 繹 ル モ、 省 赤 染 菌 多 ク シ

テ、僅 ニ ソノ間 へ 青染頼粒散 在 セル ノ ミ.斯

ノ所 見 ハ14日 ラ維 ルモ同様 ナ リ。

(3)10%炭 酸 曹達(片 山化學製藥ノ

24時 間後一部 二穎粒歌乃 至不正桿 状二犠頽 セル

青染菌 テ認 ム。然 し・ドモ4日 、6日 テ維1ルモv

完 全 二抗酸性脱却 セ ラレズ。

(4)10%苛 性 曹達({i津 製藥)`":'

16時 間 後大多数 ハ青染 ス レドモ、菌艦 破壌 セJ・

レテ穎粒状 ト成 リ、赤染桿菌 ハ極 メテ少数 二散

見 セ ラル。24時 間、2日 号経 テ4・日後 二至 レバ

凡 テ青染穎粒 ラ以 テ占 メ ラル。而 シテ菌俘游液

ハ透明 ナ ・し中一、 白色雲紫状 二{孚ベ ル潤濁物 イ

認 メ う・し.桿 状 号維持 シ タル儘青 染 セシモ ノア

レ ドモ、 ソ ノ数極 ノテ僅 少 ナ リ。

以上 ノ實験 二徴 スルニ、余 ノ川 ヒ タルハ僅 カ ー

4種 ノ「アルカ リ」剤 ナ リシガ、ソノ中10%背 性

曹達 二依 リテ4日 ノ作川 ノ後、穎粒状 二頽癒 セ

シ非抗酸 性型 テ獲得 ス・しラ得 タリ。井上氏 ハ8

%ノ 木剤 二依 リテ2ロ ノ後 菌形 定 二整然 タル青

色桿菌 テ得 タ リ ト構 スレ ドモ、余 ノ實験 二於 テ

ノ・斯 カル桿状型 ハ甚 グ稀有 二認 ラル ・ノ ミナ リ

キ。

第五章 油類ヲ以テセル實験

古 クハ1888年i,}6>Vill6minP.ガ 「テルペ ンチ

ン、汕、「テルペ ン」油 ガ結核菌 ノ爽育 テ延 引 セシ

ムル ニ反 シテ「クレオ ソー ト」「トルオール」ノ蒸

氣 ハ認 ム可 キ議育防 止作 用 子呈 セザ リシテ認 メ

戸、油類 ガ結核菌類脂肪龍 号溶解 シ
、浦毒剤 ト

シテ用 ヒ得 ラ・し・可能性有 ルテ暗示 セ・しこ始 マ

リ・ 油 類 ラ結 核 菌 二 作 用 セ シ メ タ ル 實 験 又 拶 カ

ラ ズ 。 乃 チ 或 者 ノ・本 菌 ノ 嚢 育 防 止 及 至 殺 菌 子

目 的 ト シ テ、(Koch。 「i`MMeyer,「168)Fabry,!11,"

Hailer,'170'h非 村 、'i7iiplatonov,'172)戸 田 、遠 藤 、

石 川 、 八 谷 、 原 澤 等)或 者 ハ 化 學 療 法 ノ 目 的 ノ

下 二IK.Meyer,Amako,八 谷 、 原 澤 、 小 野 ・
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油類 ラ以 テ セ リ.然 レ ドモ緒論 二記述 セルガ如

ク其 ノ結核菌染 色機轄 二及 ボ ーへ影響 ラ検索 セル

業績 又勘 シ トセズ。余 ハ是等先進 諸家 ノ行 ヒタ

・・方法中、果 シ ア敦 レガ眞 ナ リヤ テ知 ラン ト欲

シ、次 ノ13種 ノ油類 テ用 ヒテ實験 ラ行 ヘ リ。而

ンテ油類 ハ 凡 テ菌量10涯 二封 シテ]妬 ノ比 二

乳 鉢 ヲ以 テ研 磨混和 シタル後、硝 子球 子入 レタ

ル「コ1しベ ン」二移 シ、毎 日5時 間宛振 盗器 二掛

ケ テ振 盗 シタル後 卿竈 二静置 セ リ。染 色 二當 リ

テハ、撒滴 テ載 物硝子 二落 シタル後 、1滴 ノ「ベ

ンチ ン」ラ是 二滴 下 シ室 中乾燥固 定後染 色 ス。

《1)fッ エー デル」油(メ ルク製)

4日 ヲ糸唯ル モi愛化無iク、12日 、21日 後fn5'-lt見里予

二於 テ大略30分1・ 比 二桿状或 ハ 移粒歌 青染

菌 テ認 ムル ノ ミ。

(2)「 メ ンタ」油(手 毬 印、安 原商店製)

41・1後攣 化ナ シ.21日 後 …覗 野=.大 略40分1

ノ比 二青色穎粒月犬物 テ見 ルモ、大 多激 ノ・桿状 赤

染 菌 ヨ リノ戎ノレ。

(3>「 ア∴ リン」油(メ ル ク製 ♪

5分 、24時 間 、3日 、7日 、15iヨ 、25日 テ 糸璽

テ検索 ・・Jtモ執 レモ愛化 一?認メズ。

(4 ,)「テ レピ ン」油(H本 藥 局法)

24時 間後 一硯野 二於 テ大 略50分1二 青染 桿Jl犬

菌 ヲ'見ル。3日 後 同様 ノ所 見 テ呈 ス。以後7日 、

15日 、25日 テ経 ルモ依然僅 カニ青染菌 テ認 ム ル

ノ ミー シ テ、大多鍬 ・・依然原態 テ維 持 シタル赤

染菌 ヨ リ成 ル。

(5)「 オ しフ」油(三 共製藥1

「アニ リン」油 ト同様 攣化無 シ。

(6)肝 油(局 方肝油、大 日本製藥/同 」二。

〈7)亜 庶仁 油1三 共製藥)同 上。

(8舶 楠 油(大 日木製藥1同 上。

(9)fク レオ ソー ト」(日本藥 局力り 同上。

,'10)「リチネ」油(三 共製藥)同 上。

{11)「ユー ヵ リプス」油(大 黒製藥)v本 剤 ノ ミー

テハ愛 化 テ認 メズ。次 デ、遠藤 氏 二倣 ヒ、 沃度

「ホルム」1瓦 テ 「ユー カリフス」油10立 毛二溶 カ

シ、是 ∴同量 ノ嘘 リー プ」油 テ混 ジテ稀葎 セル

モ ノテ作 リ、 是 子 以 テ 實 験 二 供 フ.該 混 和 剤 ハ

簡 軍 二沃 度 「ホ ・・ム ユ ー カ リ ブ トー ル 」 ト名 付 ケ

タ リ。

3日 後 愛化無 ク、4日 後 極少数 二抗酸性被脱却

菌 テ認 ムルモbfAj… 覗 野 二於 テ大 略30分1ノ

比 テ示 セ リ.8日 後、 非抗 酸 性型 ノ激 ハ著 シキ

檜加 テ認 メザ ・しモ、菌膿 ノ断裂 セルモ ノ或 ノ・頽

挺 シテ穎粒駄 ト成 レ,レモ ノ」曾加 へ。16日 後 一=一至

リ テ、赤 色桿状型 ハ極 メテ僅 少 トナ リ、大 多撒

ハ克 ク「メ チー レノブ ラゥ」ラ以 テ青染 サ ル。菌

禮 ハ概 ネ萎縮 シ短 少 ト成 リ、而 シテ、原 形 斗維

持 セ ルモ ノ及 ビ崩壌 シテ原形 テ夫 ヒタルモ ノ相

混在 ス。 依 リテ之 子遠心沈澱 シ、沈 渣 ヲ探 リテ

検 鏡 スル ニ、 上記 ノ所 見 ト異 リ、ボ グ抗 酸性 ラ

脱 却 セ ラレザ ・し長短種 々 ノ赤染桿駄 菌多撒 二認

メ ラ レ、之 ラ青染菌 二比 ス レバ、寧 ロ、前者 ノ

方遙 カ ー多 ク存 在 セ リ.

(12)「オ レイ ン」酸(メ ル ク製1硬 宜 上本 静二手函

入 ス)

2日 、4日 与糸くi{ルモ攣 化無 久7日 後僅 カニ青

染 菌見 出 サル。12日 目二至 リ、梢 胤多獄 二抗酸

性除 カ レ、一覗 野 二於 ケル赤染菌 トノ比大略前

者一一=gblシ 後 者1-一=・當 レ リ。18日 後 依然 同様。

35日 テ経 ル モ尚赤染菌 ノ方多 シ。 而 シテ青染菌

ハ原 桿型 テ保 テル モ ノ ・他穎粒状 二破壌 セ ラレ

タルモ ノ叉砂 ヵ ラズ。次 デ、Mc.Junkin二 違

ヒ豫 メ「オ レイン」酸10耗 二蒸鯉水二滴 テ加 へ
、

強振 シタル後、之 テ95%1ア ル コール」テ以 テ瞬

間腕水 セル結核 菌 二混和 シ、其 ノ後 ノ経過 テ観

察 スルニ、上述 ノ無操作 ノ儘 ニテ行 ヒ シ成績 ト

大差 ナ 久 完全 ナル抗酸性脱却 ハ期待 シ得 ザ リ

キ。

(13)流 動 「パ ラフィン」(メ ル ク製)

余 ハ偶 々結核菌各 「フラクチオ ン」二依 ル組織攣

化 ノ観察 ラ行 フニ當 リ_と テ完全 二溶融 シテ注

射 二便 ナ ラ シム可 キ溶剤 テ検 索 中、流動 「パ ラフ

,ン 」テ以 テセバ、本 菌 ノ蝋 質、 中性脂肪、燐 脂

質、敦 レモ完全 二而 モ極 メテ容 易 二溶融 セ ラル

ノLラ識 リタ リ。而 シテ之 二關 シテハs73)Lewin
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(1930)モ 「エー テル」、 「クnロ ホル ム」抽 出結核

菌 「リボ イド」ガ透 明 ナル 流動 「バラフ{ン 」二依

ツテ容 易二溶 解 セ ラル ・テ報 告 セル虚 ナルガ、

余 ハ斯 ノ如 ク各種 ノ菌成分敦 レモ、甚 グ容 易二

溶融 セ ラル ・コ トヨリ、若 シ全菌禮 テ用 フ レバ

或 ハ之 モ 亦完全 一 溶融 サル ・二非 ルヤ ト思考

シ、而 シテ ソノ…階穐 トシテ、抗酸性 ノ脱失 セ

ラル ・時期 叉有 ル可 キテ想像 シテ本剤 二依 ル實

験 テ行 ヘ リ。乃 チ10%ノ 比 二流動1バ ラフイ ン」

テ以 テ研 磨 セ シ菌乳剤 テ試験管 二牧 メ、 而 シテ

上述 各 「フラクチオ ン」ガ軍 二加温 二依 ル ノ ミデ

直 チニ容 易 二溶融 セシニ鑑 ミ、本乳剤 モ之 ラ輕

ク温 ノタル後、染色標 本 テ作 ルー、加温 直後 ニ

テノ・髪 化ナ シ。 依 リテ、ソノ後 ハ該試験 管'il'6(〉

度 ノ卿竈 二置 キ、時間 テ劃 シテ ソ ノ 部 テ探 リ

テ検鏡 二供 スル コ ト ・ナ セ シ;一・s2時 間 、4時

間、24時 間、共 二何 等 ノ憂化 テ認 メズ。17日 後

二於 テハ菌形一般 二萎縮 シ不正 桿状 或 ハ周邊不

規則 二凹凸 シ中 ニハ恰 モ∫甥 竃状球菌 ノ如 ク菌龍

著 シク断裂 セルモ ノ穂 多撒 二存 セ リ.然 しド

モ抗酸 性ハ未 グ充分 二腕 セ ラ レズ、或 ノ・寧 ロ憂

化 ナキモ ノ多 シ。20日 二至 ルモ同檬 ノ所 見 一?呈

セ リ6

第六章 リポ イ ド.1、酵 素 ヲ以 テセ ル實験

(1ノ 「レチチ ン」(Lecithinexovoメ ル ク會肚)

20倍 二生理的食臨水 テ以 テ稀繹 シ60度30分3

回 滅菌後使用 ス.菌 罷 ハ 該液1耗 二10雇 ノ比

二俘游 セシメ タリ。4日 後少数 二青染桿状型 ラ

認 ム。12日 、21日 テ維 ルモ此 ノ關係 ハ大差 ナ ク

依然赤染菌多 シ。

次 二天見氏 二倣 ヒ、該 「レチチ ン」20倍 稀繹液 二

同号!「 オ レー フ」油 テ混和 シ、之 一1耗10醒 ノ

比 二結核 菌 テ混 磨 セ シニ、其 ノ所 見ハ上述 セ シ

虚 ト大差 ナ ク、21日 ラ糸くllルモ術赤染 桿状菌極 メ

テ多撒 二存在 セ リ。

(2)「 バ ンクしアチ ン」

0.1%炭 酸 曹 達 水 三103.ノ 比 二 溶 解 セ シモ ノ1

耗 二封 シ10雇 ノ割 二本 菌 テ混 磨 ス。

2日 、4日 後 髪 化 ナ ク、9日 二 至 リ僅 カ ニ 抗 酸

性 ラ脱 失 ヒ シ菌 禮 認 ラ ル 。

(3)「 ト リ プ シ ン.

「パ ン ク レ ア チ ン」 ト同 檬 ノ操 作 テ 用 ヒ タ ル ー 、

其 ノ所 見 前 述 セ シ虜 ト大 差 ナ シ。

(4)「 グ リ セ リ ン」(メ ル ク)

4日 、10日 、30卜P維 ル モ攣 化 ノ認 ム 可 キ ーc一ノ"

無 シ.

乃 チ 以 上 酵 素 、 「リボ イ ド」ト シ テ4種 ラ選 ビ テ

實 験 テ企 テ タ レ ドモ 、 執 レ モ 成 果 ラ得 ザ リキ 。、

第七章 脱脂剤ヲ以テセル實験

既 二緒論 二於 テ述 ・ぐシ如 ク、結核菌 ノ有 スル特

異染色性 ガ該 菌燈 内 二存 スル多量 ノ脂肪様物質

二關 スル コ ト、古來一般 二信 ゼ ラル ・塵 ナルガ

故 二、本 法 二依 ル實験 ハ屡 く試 ミラレ、更 二最

近免疫學 的立場 ヨ リ木菌 ノ化學分析行 ハル ・二

及 ピテ、此 ノ方面 ノ研究盆 ヒ光芒 テ備 フルニ至

ル ノ観 ラ呈 セ リ。余 モ亦後者 二關 シテ、些 力實

験 スル塵 ア レドモ、斯 ハ他 日二譲 リテ、弦 ニハ

軍 二抗酸性脱却 テ主 目的 トシタル脱脂實験 二就

キテ記載 ス可 シ。余 ノ實験 二供 セシノ・次 ノ14種

ニ シテ、敦 レモ1c.q10119ノ 比 二研鷹 後卿 竈 二

牧 メタ リ。

(1)二 硫 化炭 素(大 黒製藥 ♪

5分 、24時 間 、2日 、4[1、8H、18日 テ維'・

モ髪化 ナ シ。

(2)四 盤 化炭 素(大 黒化學製藥)

1日 後少数 二青染桿菌 ラ認 ム。3日 後同様、7

日後 同様少撒 二抗酸 性脱却 菌 テ認 メ、而 シテ、

該非抗酸 性型 ノ多 クハ菌艦断裂 シ、中 ・」ハ、不

正桿状或 ハ波状 二迂 リ タ ・し攣形 子示 スモ ノプ

リ。15日 テ維 ルモ、 上述 ノ所 見 ト大差 ナ シ。

(3)四 聴 化 「エタ ン」。(大 黒 化學製藥)
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1日 後 、菌 俘游液 ハ著 シク同質化 ス レ ドモ、,染

色所 見 ハ赤染桿菌大 多数 テ占 メ、 一・部 二青染 セ

ル大、 小不同 ノ頼粒状菌散在 セル ノミ。8日 後

依 然正常桿菌 ノ赤染 セ・しテ以 テ、主 トナ シ、青

染穎粒 歌型 バー・覗野 二於 テ、大略前者 ノ10二 封

シ1ノ 比 二在 リ。15日 後 二至 レバ、 一般 二抗酸

姓 多少弱 マ リタル観 ア レドモ、著 シカ ラズ シテ、

依然青色穎粒型 少激 二見 ル ノミ。

(4)「 ク ロロホルム」(メル ク)

1時 間 、5時 間、7日 後 二検 スルモ、全 ク攣化

ナ シ。

(5)「 エー テル」(石津製藥)

伺 上、髪化 ナ シ。

(6)「 メ チー ル アル コール」(丸戸製藥)

伺 上、攣 化 ナシ.

(7)「 アセ トン」(メル ク會肚1

同 上、攣 化 ナ シ。

(8)「 トル オー ル」(メル ク會肚)同 上、攣 化ナ

シ 。

(9)「 テ トラリ ン」(大黒化學 製藥)

3日 、4日 後共 二攣 化 ナ シ。6日 後抗酸 性多少

弱 マ リタル モ ノ極 メテ少数 二認 メラル。12日 、

18日 、30日 、47日 ラ経 ルモ、依然完全 二赤染 セ

ル桿歌 型多 シ。

(10)三 盤 化 「エチー レンj

2日 、5日 、10日 、17日 テ経 ルモ、菌膿 ハ爾 ヨ

ク原形 テ維持 セルモ ノ多 ク、攣 形 ハ稀 ナ リ。 然

レ ドモ抗 酸 性ハ依然 トシテ ヨク存在 シ、赤染桿

菌 大 多数 テ占 ム。

(11)「 リ グロ イン」(石津製藥)

4日 、12日 、21日 、38日 ラ維～ルモlliiill化ナ シ。

(1211N酒 精 加里。 同上、攣化 ナ シ。

〈13)石 油 「ベ ンチ ン」(片lIl製藥)

1日 、3日 後攣 化ナ シ。7日 後菌膿 ハ愛形或 ノ・

・擾頽
、崩壌 スルモ ノア レ ドモ、染 色1生二・憂 化

ナ 久15日 、24日 、41日 テ維 ル モ抗 酸性ノ・除 カ

レズ。

(14)「 キ シロー ル」(丸善製藥1

ユ 日、3日 後攣化 ナシ。7日 後 極 メテ少数 二青

染桿状菌 存左 ス。15日 、24日lk;一 至 ル モ依然赤

染桿型多撒 ナ リ。

("15)過満 俺酸加里(武 田製藥)

酸 化剤 ナ レ ドモ便宜 上 仁章 二偏 入 ス。

2日 後憂 化 ナ シ.5日 後極 メテ僅撒 二非抗酸 性

桿菌 ラ認 ムルモ大 多数 ハ然 ラズ。而 シテ該所 見

ハ12日 後 二至ル モ同様 ナ リ。

(16)α・α・「ヂ クロール ヒ ドリン」(武田製藥)

1日 後 管底 二乳 白色潤濁 ア リテ、振盗 スル ニ雲

架 状 トナ リテ上層 二向 ヒ捲 」・スル テ見 ル。 然 レ

共染 色所 見一・・愛 化ナ シ。8日 後 大艦 二於 テ攣

化診 クー部 二不正 桿状 、甚 シキノ・穎粒 駄 二頽磯

セルモ ノ僅 二認 メ ラル ・ノ ミ。

15日 後 二至 ルニ、 染色標 木 一一ノ・無形 同質性 ノ青

色塊 状物 テ 見 ル ノ ミー シテ、赤染菌膿 テ 認 メ

ズ。依 リテ更 二該 俘游 液 テ遠 心沈 澱 シ沈渣 テ探

リテ染 色 スル ニ、菌膿 一般 二繊細 トナ リテ且幾

分萎縮 シタルモ ノテ認 メタ リ。 而 シテ ソ ノ外形

ノ・概 ネ桿状 或 ハ不 正桿状 ラ呈 シ、中 一ハ迂 曲 セ

ル モ ノア リ、加之雨端尖鋭 ノ感 ラ呈 スル モノ多

シ、ソノ他穎粒状 二迄 攣形 セル モ ノモ亦存在 ス。

而 シテ斯 ノ如 キ菌艦 ノ・何 レモ完全 二青染 セ シモ

ノノ ミヨ リ成 レリ.

多 数 ノ菌禮 ノ集族 セル部ノ・、時 トシテ無定形 、

同質性 ノ青染塊 トシテ認 メラル ・モ、 詳細 二観

察 スル時 ハ ソノ縁邊 二於 テ上述青 色菌膿 ノ分離

シテ孤立存在 セル ラ見出 シ得可 シ。

更 二該沈渣 ラ乾燥 セ シメテ、生理 的食盤水 ラ以

テ乳剤 トセ シモノテ染 色 スル ニ、菌禮 ハ凡 テ青

色穎粒歌 トナ リテ桿状形態 テ維持 セルモ ノ極 メ

テ寡 少ナル ヲ観 タ リ。

以 上 テ通寛 スル ニ、余 ノ用 ヒタル16種 ノ脂肪溶

解剤 中 「ヂ クロール・ヒ ドリン」二依 リテ バ 本

菌 ノ有 スル固有染 色性 テ攣化 セシメ得 タリ。其

ノ他 ノ種 々張力 ナル脱脂剤 二依 リテハ
、 目的 ヲ

達 スルヲ得ザ リキ。

何故 二 「ヂクロー ル・ヒ ドリン」二依 リテ ノ ミ容

易 二抗 酸 性テ除 キ得 ル ヤ、 ソノ理 由 二關 シ アハ

蓋 シ極 メテ複 雑 ナノしモ ノ存 ス可 ク、若 シ結核 菌
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ノ抗酸1生ガ、Ehrlich等 ノ唱 フ ル 如 ク、 ソノ

HUIIeニ ノ ミ存 スルモ ノナ ラバZE・一「ヂ クロー

ル・ヒ ドリン」二止 マ ラズ、他 ノヨリ張力 ナル溶

脂剤 テ以 テモ、亦之 ラ除 キ得可 キ筈 ニ シテ、或

バー歩 テ譲 リテ木菌 ノHUIIeテ 構 成 スル物質

ガ唯 「ヂクロール・ヒ ドリン」イ ミ ニ親和性 テ有

シ、他 ノ脱脂剤 ニハ之 テ有 セズ ト考 フル トシテ

モ、然 ラバ何故 二前者 ニ ノミソノ特性存 スルヤ、

特 性 ノ木態如何等 二至 リテハ全 ク設明 一苦 シム

塵 トナル。之 ハ蓋 シ結核菌 二抗酸 性テ與 フル物

質 ノ本態 ガ甑 一 ソ レ自膿今 日術不 明 ナル以 上・

ソ ノ悶明 テ得 ザルハ當然 ニ シテ、 將來 ノ解決 二

挨 ツ可 キ庭ナ ルベ シ。唯 余 ノ上述 ノ成績 ヨ リ鑑

ルニ、勘 ク トモ、 本菌 ノ有 ス ル 抗 酸 性 ガ ソノ

HUIIe_ノ ミ存 スル トノ・推 定 サ レ難 久 即 チ、

Deycke,Much,Dosta1,Klebs,kMSchlossber-

ger,(175Weil,Tamura,戸 田 、諸氏 ノ唱 フル如

久 菌膿 内部 ニモ亦存在'ヘルモ ノ ト考 ヘ ラル。

第八章 物理的操作ヲ施シタル實験

V.且enri。Cernovodeanu,VictorHenriet

V.Baroniガ 紫 外線 二依 リ、5分 ニ シテ、本菌

ノ抗 酸性 テ脱却 シ得 タル テ報告 セ シニ鑑 ミ、余

ハ人工太陽燈拉 ビニ「レントゲ ン」テ用 ヒテ實験

テ企 テ タリ.

(1)人 工 太陽燈(「 アクメ」高山人工太陽燈)

「シヤー レ」二薄 ク結核菌食盤水乳剤 ラ鑛散 セ シ

メ、蓋 ラスル コ トナ ク、30糎 ノ距 離 ニテ、直上

部 ヨ リ照射 ス。而 シテ、10分 ヨリ、1時 間迄、

毎10分 テ劃 シテ、各時 間毎 二3ケ 所 ヨリ、各1

枚 宛標本 ラ作 リテ検鏡 スルニ、彼等 ノ唱 フル如

キ、菌禮 ノ破壌、融解乃至 ノ・抗酸性 ノ浦失 ハ敦

レ』モ認 メ ラレズ シテ、桿状 ノ美麗 ナル赤色結

核菌 テ観 ル ノ ミナ リ。2時 間後 ノ所見 モ同eR;一一

シテ、更 二照射 ノ敷果 ガ人禮 二於 ケノしガ如 ク、

或 ハ時 日ラ経 テ初 メテ、表 ハル ・コ トモ アラ ン

カ ト思 ヒ、1週 後再 ピ検索 ラ行 ヒタvド モ、依

然 攣化ハ認 メザ リキ。

次 デ、菌乳剤 二代 フル ニ、菌聚落 ソ ノ儘 テ以 テ

シ、之 テ「シヤー レ」二引 キ延 シテ、同様 ノ方法

二依 リ テ、10分 ヨ リ2時 間 牛迄観察 シ タ ル

.一、依然何 ラノ攣化 ラ見得 ザ リキ。1週 間後 モ

同様 ナ リ。

(2)「 レ ントゲ ン」(シー メンス深 部治療器)

電 座150K.V.23「 ミリア ンペ アー」皮 膚焦貼距

離30糎 トシ、0.5糎 銅 濾過 板 ラ用 ヒテ、前實験

同様 「シヤー レ」内 ノ結核 菌乳剤 ラ照射 セ リ。

(イ)20%且ED、5分 後、9.8分 後 共 二攣化 テ

認 メズ。

(ロ)40%HED、2分 、5分 、10分 、19.6分

ト時間 ラ劃 シテ検 鏡 スルモ、菌艦、外形、抗酸

性共 二攣 化 ナ シ。

1週 間後 、更 二検 索 ラ行 ヒタル ニ、 依然何 ラ攣

化 テ認 メザ リキ。爾是等 「レン トゲ ン」作用 菌 テ

照射直後、「ペ トラニヤー 一」培 地 二移植 セ シ庭、

20%HED、40%HED、 作 用菌共 二登 育 セル

テ見 タリ。即 チ通常結核治療 二用 ヒラル ・「レ」

線量 テ以 テ シテハ、本菌 ラ殺 スニ至 ラズ。然 ル

ー、人工太陽燈 二依 リテハ、20分 作 用菌乳剤 ヨ

リ既 二移植、登育 セ シムル テ得 ザ リキ。

第九章 非抗酸性結核菌培養實験

既 二緒 論 二於 テ述 べ シ如 ク、此 ノ方面 二於 ケル

研 究 ハ極 メテ多 ケ レドモ、余 ノ弦 二述 ベ ントセ

ルハ、 ソ ノ中、今 日最 モ屡 ≧供試 セ ラ レテ優秀

ナル成績 テ基 ゲ得 タリ トサル ・、諸種化學物質

添加培養法 ノニ、三 ラ追試 セ シ成績 二止 メ ント

スル モ ノナ リ。而 シテ、是 二關 シテハ吾 が教室

ノ占部 氏 モ曾 テ報 告 セ ラレタル塵 ア レバ、余 ハ

記述 ノ煩 テ避 ケテ、唯簡軍 二抗酸 性 ノ有無 二關

シテ ノミ玄玄二言已載 スル コ ト・セ リ.
ロ

(1)Na.desoxycholicum(中 川(誠)、 中 川(論)

氏 法)

(イ)0.02%及 ビ0.04努 加 「ゲ リ セ リ ン」肉 汁 。
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(PH7.5考 愛育 ヒズ。

(ロ)0・0039z、0.004%、0.008%、 加 肉1』(同)

各%毎 二10木 宛 試験管 二培養 セ シニ、敦 レモ旺

盛 ナル液面登育 テナ シタ レ ドモ、染 色所見 ハ30

臥60日 テ経 テ検 スル ニ、 勃 レモ、極 メテ僅 カ

ニ青色穎 粒状攣形 菌或 ハ不定形菌艦 ヲ見 ル ノ ミ

ニ シテ、此 ノ所 見 ハ、90口 後 二於 テモ異 ル塵無

シ.而 シテ、 肉汁 ノ色 テ清澄煉 瓦紅色 二憂 色 セ

シモ ノ、或 ハ2本 ノ管 底 二向 ヒ、雲架状物 ノ懸

垂 アリシモ ノヨ リ染 色標 本 テ作 リテモ、繊細 ナ

ル毛様細長 キ赤染菌 ラ多藪 二認 ム ル ノ ミニ シ

テ、 青染菌 ハ砂 ク中川氏等 ノ報 告 セ シ如 キ所 見

ハ得 ルテ得 ザ リキ。

(2)Convallamarin(長 谷 川氏法)

原 法 二倣 ヒ、Roux試 験管 テ以 テ、5%「 グ リセ

リ ン」馬 鈴薯培地 テ製 シ先 ヅ1%ノ 割 二Conv.

allamarinテ 加 ヘ タル後、該試験管 テ15度 ノ角

度 二卿 竈 二静 置セルニ、50日 ノ後 ニハ菌苔漁潤

シ、馬鈴薯 ノ表面泥状 テ呈 セル白色粘稠 ナル菌

苔 テ以 テ蔽 ハ レタ リ、然 レ ドモ、之 ラチ氏法 ニ

テ染 色スルニ、 凡テ鮮 カナル赤 色桿歌 テ示 シタ

リ。次 デ1・5%加 培 地 二移 植 スル ニ、同様 漁潤

セル泥状帯 白色 ノ菌苔生 ズ レドモ、染 色所 見 ハ

依 然赤染菌 多 ク、更 二2%加 培 地2ケ 月培 養 ラ

染 色 人ルニー般 二抗酸性 ハ多少減 弱 ス レ ドモ、

爾赤,染セル細長 キ菌騰 テ以 テ占 メ ラル。 而 シテ

赤染菌 ハ殊 二Muchノ 穎 粒甚 ダ 明瞭 ナ リ。3

%加 培地 二於 テモ、赤染菌遙 カニ多 ク シテー部

二青染菌 テ認 ム ・しノ ミナ リ。該青染菌 ノ形態 ノ・、

ソ ノ鮮明 二桿状4呈 スルモ ノ甚 ダ勘 ク、 多クハ

大 小不 同 ノ穎粒形 テ示 シ、 而 シテ、染色 ノ程 度

二於 テ、強 キモ ノ、弱 キモ ノ種 々相 混在 セ リ。

爾、 上述各%二 於 テ登 生 セ シ泥歌菌苔 ハ生理 的

食輪 水 テ以 テ極 メテ容 易二李等 ナル俘游液 トへ

ル テ得 タ レ ドモ、斯 カル俘游液 テ染 色 入ルニ紋

上 ノ如 キ成績 二終 リテ、長谷川氏 ノ構 スル如 キ

結論 ニハ到達 シ得 ザ ルナ リ。然 レドモ、 本法 ハ

他 ノ方法 二比 シ、余 ノ獲 タル成績 ノ ミテ以 テセ

バ、最 モ秀 レタルモ ノ ト云 フテ得可 久 乃 チ ソ

ノ抗 酸 陞 ノ脱却能他 二比 シテ大 ナル ノ ミナ ラズ

殊 ニ ソノ安定 ナル不等浮游液 テ作 リ得 ル慰 二於

テ、優 秀 ナルモ ノト構 シ得可 シ.

(3)「 ブ ロー ム」作用培地

余 ハRouxノ 試 験管 テ以 テ、「グ リセ リン」肉汁

馬鈴薯培 地 テ製作 シ、之 ∴臭素 瓦斯 テ短時間作

用 セ シメタル後 、之 テ試験 管 ヨ リ排 除 シ、翌 日

該培地 二、人型F株 テ培 養 シテ、、或 ノ・抗 酸性 テ

除 キ得 ザル ヤ ト期 待 シタ レ ドモ、遺憾 乍 ラ、菌

苔 ノ登育 テ認 メ得 ザ リキ。

(4)「 エ チー ル アル コール」添加培地(Kumbary

氏 法)

Kumbaryノ 原 法 二蓮 ヒ、彼 ノ所謂3負.「 エチー

ル アル コール」添加 「グ リセ リン」馬鈴薯培地 テ

製作 シ、之 一人型F株 テ培養 シタル虎、菌苔 ノ

獲育困難 ナ リ、 ケ レ ドモ ソ ノ中、嚢育 テ認 メタ

ル モ ノー部 二有 リテ、之 ヨリ染 色標本 ヲ作 ルー、

攣fヒ テ認 メザ ゾキ。

以上余 ノ行 く・ル實験 ・・僅 カニ4種 二過 ギザ レド

モ、 ソノ敦 レニ依 リテモ、 凡 テノ菌膿 テ シテ、

完 全且確 實 二非抗 酸性 ナ ラ シムル企 テノ・不可能

二終 レリ。此 ノ他 、占部氏 ・・Hungern5hrboden

及 ピ「サボ ニ ン」加培 地拉 ビニ「リゾレチ チ ン」加

培 地 テ以 テ同 ジ久 人型F株 テ非抗酸 性ナ ラシ

メ得 ザ リシヲ實瞼 入ル 塵 ア リテ、 之 テ要 入ル

ニ、他 ノ菌株 ハ知 ラズ、勘 ク トモ人型F株 二於

テへ と テ培養 二依 リテ、非抗 酸性 ナ ・シムル

コ ト甚 グ困難 ナ リト云 ・・ザ ル可 カ ラズ
。

第十章 臭素ヲ以テセル實験

最近橋 本氏 ・・戸 田教授 ノ 下 二於 テ種 々ナル 「ハ

ロゲ ン」瓦斯就 中臭 素瓦斯 ヲ結核菌 二作川 セ シ

ム ル時、 ソノ抗酸 匪ガ完 全二脱却 セ ラ… テ實

謹 シ・ ソノ操作 ノ簡輩 ナ ・しト共 二、短 時間 三 シ

子目的 ラ達 シ得 ル ノ利黙 テ基 グ タ リ
。 果 シテ氏

ノ唱 フル如 ク齪 二5分 ニ シテ完 全 ナル抗 酸性睨
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却 テ招來 シ得 可 キモ ノナ リ トセバ、本法 ハ實 二

Petroffu.Stewartノ 行 ヒタル臭 素水 テ以 テ

セル實験 ヨリ更 ニー歩 ラ進 メタル ノ ミナ ラズ、

從來企囲 セ ラレタル他 ノ種 々ナル方法 二 比 シ

テ、 ソ ノ短時間 ナル貼 二於 テ、確 二卓越 セルモ

ノト云 ハザル可 カ ラズ
。偶 々余 ハ戸田教授 ヨ リ

本法 ラ以 テ抗酸 陞テ除 キタル結核 菌 ノ免疫敷果

ノ検索 ヲ命 ゼ ♪ル ・二當 リ、弦 ニ ソノー 階程 ト

シテ、氏 ノ所 謂 「臭素法」ガ果 シテ然 カク秀 レタ

ルモ ノナ リヤ否 ヤ、先 ヅソ ノ追試 テ企 テタ レバ、

左 一 ソノ概要 ヲ記 ス可 シ。

(1)載 物 硝子 テ用 ヒテ行 ヘル實験

人 型F株 結核菌4週 間培養聚落 ラ 「ぺ トラーヤ

ー 一」培 地 ヨリ載物硝子 上 二探取 シ
、是 テ出來得

ル限 リ薄 クZF等 二鑛 ゲテ、室温或 ハ卿 卵器内 一

一定 時間乾燥 セシメ タル後
、是 テ硝 子箱 中 二備

ヘ タル四脚 ノ硝子毫上 二静置 ス
。 然 ル後該硝子

箱 ノ底部 二液状臭素 ラ注加 シ素早 ク蓋 テ シテ輕

ク振盈 セバ、臭 素瓦斯ハ容易 二箱 中 二充満 シテ

之 ラ濃褐 色二著 色スルテ透見 シ得可 シ。硝子箱

中二更 二硝 子毫 テ備 ヘ タル理 由へ 斯 ノ如 ク臭

素 ノ濃度 テ可及 的一定 ニセ ンガ爲豫 メ液禮臭素

テ密閉 セル容器 中 二存在 セシメテ以 テ登 生 スル

瓦斯 テシテ飽和 ノ状態 テ保 タシメ ントノ考 へ∴

出 デタルモ1ニ シテ、此 ノ際載 物硝子 ハ箱 ノ中

間 二存 在 へ・レ爲振温 二依 リテモ液膣 臭素 一 ヨ・レ

汚染 ハ免 ル テ得可 シ。 一定時間 二亙 しル臭素 ノ

作用完 了 セバ、硝 子箱 ノ蓋 テ除 キテ載物硝子 テ

探 リ出 シ、 ソ ノ上 ノ結核 菌塊 ハ瀧 ク乳鉢 二移 シ

タル後、生理的食盤水 テ以 テー定濃度 ノ乳剤 ト

ナシ、之 ヨ リ乏ニ ルネール ゼ ン氏染 色標本 テ作

リテ検鏡 ス。標 本 ハ毎 同5枚 宛作製 セ リ.

(イ)5分 間作用 ヒルモ ノ。

原桿形 ラ保持 シタル儘青染 セルモ ノ可成 リア レ

ドモ、爾一部 ニハ未 ダ充 分 二抗酸性除 カ レズ シ

テ、多少赤味 テ帯ゼ タル モ ノ或 ハ美麗 二赤染 セ

ルモ ノ存在 ス。就中後 者ハ梢 ζ大 ナル集 團 ノ中

心部 二於 テ著 シ。総括 的 二抗酸 陞脱却 菌 ト非脱

却菌 トノ比 ハ大略1:5ノ 關係 二有 リ。

(ロ♪10分 間 作用 セルモ ノ.

前 者 ト大膿 相似 タレ ドモ,菌 艦 ノ萎縮 セ シモ ノ

所 々二散 見 スn非 脱却菌 トノ比 ハ大略1封4ナ

リn

(ノ・.)30分 間 作川 セルモ ノ。

抗酸性ハ完全 二除 カ レ、5枚 ノ標 本共 二執 しノ

覗野 テ見 ルモ青染菌 ノ ミヨ リ成 リ、菌集 團 ノ中

心部 二於 テモ亦然 リ。依 テ試 ミニ後 染 色 テ施 サ

ズ シテ検鏡 スル ニ、菌膿 ノ・盤酸 「アル コール」二

依 ツテ完全 二脱色 セラ レ居 ル爲殆 ン ド之 テ認 ム

ルテ得 ズ シテ、唯5枚 ノ標本 中極 メテ稀 二薄赤

ク染 リテ辛 ウジテ見得 ル 菌艦 アル ノ ミ。 而 シ

テ之ノ・主 二集塊 ラ 作 レル菌 集團 ノ中心部 二多

シ。菌膿 ノ外 形 ハ大膿 桿状 テ呈 ス レ ドモ、鋭 劃

ナ ル棒歌 テ呈 セル モ ノハ比較的少 ク シテ寧 ロ繊

細 ナル統状構 造 テ示 シ、而 シテ中 ニハ不正桿歌

或 ハ「スピロへ一 タ」ノ如 ク迂 曲 セルモ ノモ存在

入。集塊 状 テナシテ多数 ノ菌 ノ集 リタル部 ハ之

テ詳細 二観察 スル ニ、恰 モ繊細 ナル青 キ細統 テ

以 テ作 ラレタル網状物 ラ見 ルガ如 シ。尚一部 ニ

ハ菌禮 ノ断裂 セルモ ノ或 ハ頽癒 ノ極 大小不 同 ノ

穎粒状 テ呈 セルモ ノ等亦認 メ ラル。

(二)50分 。 愈 々完全 二青染菌 ノ ミヨリ成 ルニ至

リ、 上述 ノ如 キ桿駄型 ノ外 、散在 性 二頽擾 型認

メ ラルo

(ホ)2時 間 。青、染菌 ノ ミヨ リ成 ルモ、穎粒歌 二

崩壊 セシモ ノ多数 トナル。

(へ)3時 間。(ホ)二 大膿同 ジ。

(2)試 験 管 テ以 テ セル實験

隔 紙 ノ法囎 ヒ、小試験 ノ薩 一、F株 生結

核菌塊 ラ扁2ド ニZF等 二塗抹 シテ、臭 素瓦斯 テ管

ロ ヨリ通 ジ、 此 ノ際試験 管 テ著色 スル濃赤褐 色

ノ色調 テ透 見 スル コ トー ヨ リテ
、大 凡瓦斯 ノ濃

度 テ豫知 シ、 一一定 濃度 二達 セバ、 「ゴム」栓 テ以

テ・試験管 テ密封 ス。一 定時間 ノ作 用終 しバ
、

「ゴム」栓 ヲ除 キテ
、試験 管 テ逆 シる二倒 スニ、

瓦斯 ノ比重空氣 ノ夫 レヨ リ重 キ爲、容 易 二管外

∴之 テ排除 シ得可 シ
。然 ル後管 壁 二残 リテ附著

セ」L菌塊 テ掻 キ集 ・、 「エ 」,ルジヨ ー・・3作 リテ
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検鏡 スルハ前項 ト同様 ナ リ.

(f)5分 。 桿状 ラ維持 シタル儘 青染 セル菌艦 多

ケレ ドモ,尚 ソノ他、赤紫 色或 ・・赤 色桿歌型散

在 セ リ。

(ロ)10分 。 敦 レノ標 本 モ大 部分 ノ・非抗酸性菌 ヨ

リ成 レドモ、稀 二薄赤 キ桿状 結核 菌認 メ ラル。

(ノ・)15分。5枚 ノ標 本中、3枚 ノ・敦 レモ完全 二

腕却 セ ラル レドモ、他 ノ2枚 二於 テ、 比較的大

ナル菌 集塊 ノ中心部 ニソ レモ甚 ダ睾 二薄赤 キ弱

抗酸 性桿状菌認 メラ レタ リ。

「=)20分 。 上記15分 作 用 ノ揚合=同 ジ。

(ホ)30分 。4枚 ハ美麗 二青染菌 ン ミヨリ成 ルモ

他 ノ1枚 二於 テ ソ ノー部分 二赤 紫色乃 至未 ダ完

全 二抗酸 性脱却 テ得 ザル薄赤 キ菌膿 ラ僅 ヵ二認

メ ラル。 青染 菌 ノ形 態 ハ桿型 ナルモ ノ多 ケ レ ド

モ、 中 二短 ク萎縮 セルモ ノ或 ノ・穎粒状 二頽駿 セ

ルモ ノモ存在 セ リ。

(へ)40分 。 凡 テ美麗 ナル 青染菌 ラ以 テ排列 シ、

菌集塊 ノ中心部 モ亦然 リ。

(ト)1時 間。完 全 二抗 酸性脱却 セラル。菌禮 ハ

ー般 二萎縮 ノ傾 向 ア レドモ
、維然棒状桿型 テ保

テル モ ノ多 ク、 ソ ノ間 二散 在性 二不正桿状 乃至

大 小不同 ノ穎 粒状崩壌菌 ラ認 ム。

(チ)2時 間 。前者 二比 シ頽腹型著 シ ク多 シ。

以 上 ラ通 寛 スルニ、載物硝子 テ用 ヒタル揚 合 ニ

ノ・30分 ニ シテ、 又試験 管 テ用 ヒタル場合 ニハ

40分 ニ シテ、共 二完全 二本菌 ノ抗酸1生 テ除 クテ

得 タ リ。

次 デ上述 ノ實験 二用 ヒタル結核菌 ハ ペ トラニャ

ー モ氏固形培地 ヨ リ得 タル モ ノナ レ ドモ
・同培 ●

地 ヨ リ得 タル菌聚落 ハ固 キ塊状 テ呈 シテ、載物

硝 子乃至試験管 内壁 二李等 二憤散 塗抹 人ルニ不

便 ナル爲、余 ノ・更 二「グ リセ リン」肉汁 二液上嚢

育 テ行 ハ シメタル薄膜 状菌聚落 テ用 ヒ、之 テ乾

燥 セ シノタル後 同檬 ノ操 作 テ施 シタル塵、 ソノ

結果 ハ固形培 地登育菌聚 落 テ用 ヒタル場合 ト大

禮 二於 テ大差 ナ カ リシガ、唯 幾分液膿培 地 ヨ リ

得 タルモ ノ ・方 ガ抗酸 性 テ脱却 サ レ難 キ傾 向 ア

ルガ如 ク見 エ タ リ。

尚、斯 ノ如 キ臭素 瓦斯作 用菌 ノ生死 テ知 ラン ト

欲 シテ、各 時間毎 二、 「グ リセ リン」肉汁、「ペ ト

ラニヤー 一」、 「ペ トロ フ」、 「レーベ ンシュタィ

ン」各培地 二培養 テ試 ミタ レドモ、既 二5分 間作

用菌 二於 テ、 ソノ登育 ヲ認 メ得 ザ リキ。

斯 ノ如 久 臭 素瓦斯 二依 ル抗 酸性脱却法 ハ余 ノ

追試 二於 テモ、 亦卓越 セル成績 ラ示 シ、就 中1

時 間 二至 ラズ シテ完全 二所期 ノ目的 テ達成 シ得

ル貼 二於 テノ・從 來 ノ方法 二比 シテ確 二進歩 セル

モ ノ ト云 フ可 ク、而 シ テ、 同 ジク臭 素 テ用 ヒ

タ レドモ、 之 テ水溶液 ト シ テ 作用 セ シメタル

Petroffu.Stewartノ 實 験 ガ 余 ノ追試 二於 テ

ハ、然 カク完全 ナル抗 酸性脱却 テ得 ザ リシニ反

シテ、本法 ガ操作 ノ遙 二簡 輩 ナル瓦斯禮 テ以 テ、

而 モ ヨ リ優秀 ナル成果 ラ齎 シ得 タルハ甚 ダ興味

多 キ塵 ナル可 シ。

乃 チ次 二Petroffu.Stewartノ 追 試成績 ラ簡

軍 二記 サ ンニ、 余 ハ先 ヅ原法 二倣 ヒテ1%「 プ

ロー ム」水 テ作 リ、之 テ結核 菌1瓦 二封 シ20蝿

ノ割合 二加 ヘ テ、菌 俘剤 ラ調製 セ リ。30分 テ経

テ、 ソノ数滴 テ探 リテ、染色 スル ニ、 赤色桿状

菌 筒諸所 二散 見 サ レ、殊 二比較的大 ナル菌集塊

ノ中心部 二著 シキテ見 タ リ。24時 間 テ経 ルニ、

青染 セル桿状、不 正桿状、穎粒 状菌艘 多歎 トナ レ

ドモ、術、赤染 セル菌集 團 モ存在 セ リ。4日 後 一

至 ルモ、未 ダ完全 二抗 酸性 ヲ除 キ得 タ リ トハ栂

シ得 ザル所 見 ラ呈 ス。 ヨ リテ、更 一5日 間、毎

日7乃 至8時 間宛木乳剤 ラ振翫 シタル後 、之 テ

遠心 シ、沈渣 テ乾燥 シテ、 再 ビ「アセ トン」テ以

テ研磨、乳剤 トナ シ、之 ラ染色検鏡 スル_ 、「ア

セ トン」作用後2日 ヨ リ更 二20日 テ経 ル モ爾
、

完全 二抗酸 性除 カ レズ、他 方「アセ トン」二代 フ

ル ニ「トル オール」テ以 テセ シモ ノモ亦 同様 ナル

糸吉果 一二至旺達 セ リ∩

乃 チ臭素水 テ以 テハ、臭 素瓦斯 二依 ルガ如 キ、

美麗 ナル成績 ラ暴 グ得ザ ル ラ認 メタ リ。
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第十一章 総括虹二考按

以上余ハ結核菌人型F株 純 梓培養 二、10種 ノ無

機 有機酸、4i種 ノ「アル カ リ」剤、13種 ノ油類、2

種 ノ物理的操作、4種 ノ「リボ イ ド」、酵素及 ピ

16種 ノ脱脂剤 ラ作用 セ シメタノレ他、4種 ノ培養

法 ラ 用 ヒテ、本菌 ノ抗酸性脱却實験 テ 行 ピタ

リ。且同時 二臭素水拉 ピニ臭素 瓦斯 チ以 テセル

伺法 ノ追試}試 ミ其 ノ眞f爲テ検索 シタルニ、 ソ

ノ中、完全 ナ ル抗酸性睨却 一 成功 セシモ ノハ

(1)濃 硫 酸 濃盤酸、 濃乳酸 王水 ノ如 キ激烈

ナル鑛酸 テ,以テセルモ ノ、(2)10%苛 性 蒋達i4

日間作用 一依 ルモ ノ、13戸 ヂクロー ・しヒ ドリ

ン」15日 間作 用 セ シモ ノ、(4)臭 素 瓦斯短時間

作用 一'r・・一依 ルモ ノ、 以上4種 二過 ギズ。 ソ ノ中第

・ノ強鑛 酸 二依 ル法 ハ
,作 用時間短 カケ しドモ、

薗膿 テ破壌 スルコ ト極 メテ著 シキ訣貼有 リ。第

ニ ノ苛性曹達 法 二依 リテモ亦菌罷 ノ・凡テ穎粒 状

二崩壌 シテ原形 テ止 メザル ニ至 リ、 同 ジク菌膿

ノ破壊著 シキテ観 ル。 然 ルニ第三 ノ 「ヂ クロー

ル ヒ ドリン」ヲ以 テセルモ!ハ 斯 ノ如 キ 傾向比

較 的砂 久 菌禮 多少萎縮 二陥 リシ程度 二止 マ リ

テ棒状 桿菌 ノ儘 保存 サ レタルモ ノi妙ヵラズ。更

二第 四 ノ臭 素瓦斯 テ作 用 セシモ ノニ至 レバ、叙

トノ關係爾 幾分緩和 セラ レタル ノ感 アル ノ ミナ

ラズ、藥剤 ノ作用時間前者 二比 シ遙 カニ短 カキ

.爲、菌農 ノ享 クル攣化更 二僅 少輕微 ナルテ惟 ・・

シムルモ ノァリ。乃 チ比較的菌腱 破壌 ノ傾 向紗

クシテ(染 色所見 ノ ミニ・基 ク)而 モ抗 酸性 子完全

二除 キ得 ル方法 トシテノ・、余 ノ試 ミタル各剤 中

臭素瓦斯 テ以 テソノ優 ナルモ ノ ト見倣 ス可 ク、
'「ヂクロー ル ヒ ドリン」之 二亜 グ リ。

但 シ此 ノ場合、余 ガ抗酸 性テ完全 二脱却 シ得 タ

'リト構 スルハ
、勘 ク トモ検鏡 二供 シタル5枚 ノ

標 本 二於 テ・・敦 レノ覗野 テ観 ル モ、線 テ ノ菌膿

が剰 ス塵 ナ ク、 チ氏法 二青染 セル場合 テ指 スモ

ノニ シテ、僅 カニ青,染菌 ノ混在 セシ場合、或 ハ

亦例 へ 多撒 一 青染菌 アリテモ、 他 二爾赤染

1菌 ノ介 在 スル ガ如 キ場合 ∴於 テ・・、総 テ之 等除

外 セ シモ ノナ リ.蓋 シ斯 ハ、余 ノ目的 トスル塵

ガ、蕾 二本菌 ノ抗 酸性 チ睨却 スルニILラ 礼 進

ンデ該 非抗 酸性菌 ノ示 ス免疫元性 ヲ検索 スル雲

存 セル爲、比較 的大 、1:ノ菌艦 テ獲得 スル必 要 ア

リシ∴一ろ墾ク。

サ レバ余 ノ得 タル成績 ラL述 諸家 ノ報 害 ト比較

・、ル∴當 リ、 同 一ノ法 ラ用 ヒタルニ拘 ラズ令ク

相反 λル結果 テ得 タルモ ノ2、3・..LII:マ,ザ リシ

テ以 テ、 直 チニ之 号否定 セ ン トスルハ妥當 ナ ラ

ズ。如何 トナ レベ 後 者 ノ中∴ハ素 ヨ リ余 ト同

一・11的 テ以 テ
、行 ハ レタルモ ノモ ア しドモ、他

方亦唯本菌 ノ染色機轄 ノ ミサ以 テ研 究 ノ主眼 ト

ナスモ ノアリシテ以 テナ リ。 乃 チ ソ ノ際 非抗

酸性型 ノ多寡ハ論 ゼズ、蕾 本菌 ヨリ抗酸性脱却

ノ能 否 ノミテ以 テ、検索 ノ封 照 ト見倣 スモ ノニ

於 テハ、 ソノ間 自 う異 ナル塵 アリテ雨者 同一 二

論 ゼ ラル可 キモ ノニ非 ズ。然 レ ドモ、抑 モ結核

菌 ヨ リ抗酸性 ノ脱却 テ企 囲 スル所 以 ノ主 タル モ

ノガ、之 二依 リテ、該 菌 ノ膿 内吸牧 テ容 易ナ ラ

シメ、以 テ ソノ抗元性 テ遺憾 ナ ク登輝 セ シムル

ーアル テ惟 ノ、バ例 へ抗酸性 テ除 キ得 タリ ト樗 ス

ル モ、之 ガ唯 一部 二限 ラレ、僅 ヵ二少数 ノ菌膿

二於 テ ノミ認 メラ レタル ガ如 キ實験 ・・、 ソノ本

質 二於 テ何等 ノ償値 ラモ有 スル モ ノニ非 ル ノ ミ

ナ ラズ更 一 叉例 へ完全 二 抗酸 性テ除 キ得 タ リ

トスルモ、 ソノ際菌膿 テ破壌 スル コ ト過大 二過

ギ タル場合 ニハ、之 ガ故果 二於 テ鋏 ケル庭 アル

ハ蓋 シ論 テ挨 タザル慮 ナ リ。 乃 チ之 テ要 スル ニ

如何 二大量 ノ結核菌 卜難 モ、 と ガ抗 元性 ラ毫 モ

破壌 スル コ トナ ク シテ、而 モ ソノ菌膿 ハ1個 ダ

ニ剰 ス塵 ナ ク
、完全 二抗酸性 テ除 キ得 テ、初 メ

テ正鵠 テ得 タ リ ト云 フ可 キニ シテ、徒 ラニ強烈

ナル藥剤 テ使用 シテ、毫 モ ソノ抗元性 子省 ズ、

唯抗 酸 性テ除 ヵ ンガ爲 ニ ノ ミ汲 々 トセル ガ如 キ

へ 荷 モ ソ ノ目的 ガ結 核免疫 二存 スル限 リニ於

.テハ實 二4く末 ラ顛 倒 セ,し企 テ ト云 ハザ ・し可 カ ラ

ズ。斯 か ・意 味 二於 テ、 今銭 卜余 ノ得 タル成績
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テー一覧 スル ニ、 「ブロー ム」作 川 二依 ル抗 酸性脱

却 法 ハ ソノ作用時 間 二於 テ他 ノ諸家 ノ報 告 二比

シ著 シク短 縮 セラ レ、且 ソノ染 色所 見 二於 テ、

菌龍 破壌 ノ度比較的少 久 更 二本法 ガ氣器4以

テセルモ ノナル爲、操作甚 グ簡輩 ナル コ ト・相

挨 ツテ、之 テ免疫 二用 ヒテ、数 果 ア,し可 シ トノ

期 待盆 々濃厚 ナ ラシメ ラル ・モ ノアリ。

斯 クテ、余 ハ橋本 氏 ノ所謂 臭素法 ガ本菌 ノ抗酸

性脱却 二最 モ有力 ナル方 法 タ ル テ知 しリ ト難

モ、 ソノ作用機轄 ガ如何 ナル理 由 二基 クモ ノナ

リヤニ關 シテへ 遺憾 乍 ラ之 テ間明 スル テ得 ズ。

橋本氏 ハ本菌 ノ抗酸性 ガ、 ソ ノ内二含有 セラル

ル蝋 様物質 二起因 スルテ前提 トシテ、 之 ガ臭素

ノ爲 一一、 ソ ノ「コロ イ ド」様性質 デ失 ヒ、 ソノ結

果酸 テ拒絶 スル性質 テ脱却 サ ル ト推論 ス レ ド

モ、論 旨尚徹底 セザル憾 ミア リテ、 氏 ノ實験 二

於 テモ示 スガ如 ク、各種 「ノ・ロゲ ン」瓦斯 ノ中、

何故 二掲 リ、 臭素瓦斯 二於 テ ノミ抗酸 性脱却能

優 レ、一般 二油脂 二封 スル作用最 モ活澱 ナ ル可

キ盤 素 ガ著 シク之 二劣 レルヤ、或 ハ又、所 謂抗

酸性 附與物質 ガ氏 ノ唱 フル如 ク「コロ イ ド」様 性

質 テ失 ババ何故 二酸 テ拒絶 スル性 テモ失 フヤ、

抗 酸性 ノ木態 ハ畢寛 「一・ロ イ ド」状態 ニ アルモ ノ

ナ リヤ等 ノ疑 問ハ解明 スル テ得 ザル ナ リ。余 ノ・

亦 、…般油脂 ガ「ハロゲ ン」就 中、盤 素、 臭素 ニ

ヨリテ、監素化乃至臭素化脂肪酸 ノ「グ リセ リ

ド」テ生 ジ、此 ノ際該盤素化乃至臭素化脂肪酸 ノ

融 黒占ガ元 ノ脂肪酸 二比 シ、著 シク低 下 スル爲固

禮 脂肪又 ハ硬化油 ラ之 ニヨ リテ液歌 成 ラシムル

事 實 アルニ鑑 ミ、之 ラ以 テ、本現象 テ読 明 セ ン

ト試 ミタレ ドモ、該性質 ガ盤 素 二於 テ遙 カニ弧

烈 ナ ル ・・トニ於 テ、上述 セ シ塵 ト同様 ノ疑 問 一

逢著 スルニ至 レ リ。

斯 ノ如 キハ、抑 モ抗 酸性 ノ本態 ガ今 日術不 明 ナ

ル以 上、 之 ガ明快 ナル解決 テ得 ザ ・しモ亦ILム テ

得 ザ ル塵 ニ シテ、將來 ノ研究 二侯 ツ可 キモ ノナ

ル可 シ。

醗 ツテ之 ガ本態 二關 スル從來 ノ諸説 テ ・魔 セ ン

ニ、Deyckeu.Muchノ 想像 スルガ如 キ中性

脂 肪 、 脂 肪 酸 等 ノ特 異 ナ ル 理 化 學 的 結 合 ニ ヨ リ

テ 生 ズ トナ ス 設 テ始 ト シ テ、HammersChlagノ

唱 フ ルProtein-Zellose結 合 物 質 、 「176)RupPel

/Protenoid,HelbingChitin,Gasis/Pro-

tein,Grimmeノ 「ア ル コ ー ル」 「エ ー テ ル1「 キ

シ ロ ー ル」盤 酸 混 合 物 又 ハ 「ア ン チ ・フ,ル ミ ン」

溶 解 性 物 質 、AuclairetParisノ 脂 肪 、 蛋 白

質 、 含 水 炭 素 ノ 綜 合 物 質 、179)Weissノ 脂 酸 、

Kozuniewskiノ 含 水 炭 素 、田 村 氏 ノMyco1(不

飽 和 「ア ル コ ー ル 」)等 諸 種 ノ 詮 ア リ。 或 ハ 又

Bienstocku.Gottstein,DeScbweinitzu.

Dorset,Cramer,Kresling,Goris,Baudran,

Dorsetu.Emery,Panzer,Bifrger,Agulhom

u.Frouin,Longa.Cambell等 ガ 本 菌 抗 酸 性

ノ本 態 ハ 脂 肪 蚊 二蝋 質 ノ ミニ 因 ル モ ノナ ラ ズ ト

云 ヘ ル ニ反 シ、他 力'Klebs,Aronson,(177)Cemus

etPagnier,Ciaccio,Babesa.Cantacuzene,,

Fontes,Bullocha.Macleod,i78)Chargaffet

Schaffer,、Gorisa.Liot等 ・・凡 テ 脂 肪 蛇 三 蝋1

質 二其 ノ本 態 テ蹄 セ ル ガ如 久 諸 詮 紛 々 ト シテ 、

ソ ノ蹄 ス ル庭 テ 識 ラザ ル ノ観 テ 呈 セ リ。

漸 ク ー シ テ、 今 日抗 酸 性 ラ與 フ ル物 質 ガ 菌 膿 二

含 有 セ ラ ル ・類 脂 禮 或 ハ 蝋 様 罷 ナ ラ ン トナ ス 詮

… 般 二信 ゼ ラ ル ・二 至 リ
、 ソ ノ化 學 的 構 造 二 關

シ テ モ最 近Anderson-一 一派 ノ詳 細 ナ ル 分 析 研 究

二依 リ菌 膿 中 遊 離 水 酸 基 ラ有 ス ル 不 鹸 化 性 蝋 質'

(C・4H・,・Oi)ガ 抗 酸 陞 二 關 與 ス ル1唯 ・ノ物 質 ニ シ

テ結 核 菌 抗 酸 性 ・・就 中 ソ ノ水 酸 基 二 依 リ テ 決 定

サ ル ト唱 ヒ う ル ・二 至 リ テ舷 二本 問 題 解 明 ノ曙

光 漸 ク ー シ テ 表 ハ レ初 メ タ リ。

遮 莫 既 二 第 七 章 二 記 述 セ シガ 如 ク、 等 シ ク脱 脂 嘱

剤 テ 以 テ セ ル ー 不 拘 、 唯 「ヂ ケ ロ ー ル ・ヒ ド リ

ン」二依 リ テ ノ こ 抗 酸 性 テ 除 ヤ得 タ ル 事 實 蛇 二

抗 酸 性附 與 物 質 ガHUIle一 存 ・.ルヤ 菌 膿 内 ニ

モ 存 ス ル ヤ ノ疑 間 、 更 二菌 膿 内 ニ モ 存 ス トセ バ

果 シ テ夫 ガ 如 何 ナ ルナ1犬態 ア リ テ、 と ヨ リ何 等

ノ抗 元 性 ラ損 フ コ トナ ク、 延 イ テ ハ 何 等 他 ノ菌

膿 成 分 テ破 壊 ス ル コ トナ ク唯 抗 酸 性 ノ ミ脱 却 シ

得 可 キ ヤ 否 ヤ ノ問 題 等 へ 既 述 臭 素 ∴1衣 ル抗 酸
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性 脱却 ノ本態検索 ト相侯 ツテ本菌抗酸性 ノ研 究

=極 メテ重要且興味 多キ庭 ナル可 シ。

然 レドモ、 是等 二關 シテ・・余 ・・他 日ソノ閑明 セ

ラル可 キ日 ノ有 ルテ信 ジテ、弦 二本問題 ノ追究

ラ止ムルコ ト・ナ シ、唯 臭素 瓦斯 二依 リテ得 タ

ル非抗 酸性結核 菌 ガ果 シテ術該抗元性 テ維持 シ

居ルヤ否 ヤ、 換言 セバ結核菌抗酸性附 與物 質 ガ

如何 ナ,・程度 二結核免疫 二關 與 スルモ ノナ リヤ

ノ問題 二向 ヒテ検 索 ノ歩4進 メン トス。

第十二章 結 論

余 ハ結核菌人型F株 純 絆培 養 一、10種 ノ無機、

有機酸、4種 ノ「アル カ リ」剤、13種 ノ油類、4

種 ノ「リボ イ ド」及酵 素、16種 ノ溶脂剤拉 二2種

ノ物理的操作 テ加 へ、他方4種 ノ培養法 テ用 ヒ

テ本菌 ノ抗 酸性脱却4企 テ、 同時 二臭素 水拉 二

処素瓦斯 テ以 テセル同法 ノ追試 ラ試 ミタルモノ

ノ嶋リn

ソ ノ中完全 ナル抗酸性脱却 二成功 セ シハ次'4

種 ナ リ。

1.濃 硫酸、濃 監酸、濃乳酸、 王水 ノ如 キ強烈

ナ ル鑛1酸二依 ルモ ノ。

2.10%苛 性 曹達4日 間作用 ニヨルモ ノ。

3.「 ヂ クロ_ル ・ヒ ドリン∫15日 間作 用 一ヨル

モ ノ,

4.臭 素 瓦斯 短時 間作 用 一依 ・・モ ノ。

就 巾 ヂ クロー ル・ヒ ドリン∫ 臭 素瓦斯」二依ル

法 ハ菌膿 テ破壌(染 色所 見二依 ル)ス ノレ傾向比較

的紗 久 加之後者 ∴於 テハ1時 間 テ出 ズ シテ、

既 二完全 二抗酸 性脱却 セ ラレ該法 ガ氣 罷iヲ以 テ

セ,レ爲操 作 ノ簡軍 ナル ト相俊 ツテ、極 メ テ卓越

セ シ抗酸 荏除 去法 ナ リ ト思惟 ス。但 シソノ抗元

性 尚克 ク維持 セ ラレ居 ルヤ否ヤ∴關 シテハ他 日

ノ報 告 テ挨 ツ可 シ。(了)

欄 筆 二臨 ミ御 懇篤 ナル御 指導拉 二御校 閲 テ賜 リ

タル恩師、 赤岩、 戸 田雨教授 二封 シ深甚 ノ謝 意

子表 ス。
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